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ミヤマカワトンボ第46回

　全長70～80mm、ハネを閉じて止まるトンボの中では日本一大きな種
類です。深山（みやま）という名前とは裏腹、むしろ低山地の川幅が広く日
当たり良好の清流に多く、森林に覆われた薄暗い渓流ではほとんど見ら
れません。というより、多く見られる河川でも、周辺の樹木が生長し周辺が
薄暗くなってくると姿を消してしまいます。腹部が金緑色に輝くオスが、赤
褐色のハネをゆったり開閉させながら清流のほとりにたたずんでいる、一
種神秘的な姿がネーミングの理由なのかもしれません。
　成虫は5月中旬～7月中旬を最盛期に、4月中旬から10月中旬にかけ
て見られ、未熟期から老熟期までずっと流れのそばで生活します。成熟し
たオスは流れ近くの石上や植物などに止まって「なわばり」を作り、しばし
ば♂同士の激しい争いも勃発します。メスが産卵にやってくると、オスはま
ず求愛ダンスと呼ばれる行動を見せ、そこから連結、交尾へと移行、交尾
が終わると大半のメスはオスの警護下ですぐに産卵を始めます。本種を
含むカワトンボ科やイトトンボ科のトンボでは潜水産卵もよく見られますが、
多くの個体が狭い範囲で活動している、ミヤマカワトンボでは他の個体か
らの干渉を避けるためか特に観察例が多く、その水深は約1メートル、潜
水時間も約1時間に達したなどという、大形種らしい？記録もあります。
　村内の代表的産地は渋川トンボ公園で、上述のように、樹木の過剰
繁茂で一時期減少していましたが、近年の整備作業が功を奏し、再び増
加に転じています。

広報ひだか

㈳トンボと自然を考える会
の杉村光俊常務理事の
ご協力をいただき、毎月紹
介しています。

日高村で見られる特徴的
なトンボを、季節に応じて、
紹介するコーナーです。

日高村のトンボ
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　　　　　　 ☎　24-5113　 E-mail: soumu@vill.hidaka.kochi.jp広報紙への感想・ご意見をお待ちしています。
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　のみ掲載しています。

日高村の交通事故
発生状況
平成26年１月

日高村の人口
１月末現在（前月比）

世帯数  2,434戸
5,415人
2,543人
2,872人

（－３戸）
（－18人）
（－13人）
（－５人）

人　口  

氏名 享年（満） 自治会

野村　豊志
中岡　貞子
濱田　亀喜
横山　宮子
門田　利明

104歳
95歳
94歳
98歳
83歳

柏井
宮谷
江尻
澁川
南込山

ご冥福をお祈りいたしますひだか Village Now

人身事故　１件
死　　者　０名
傷　　者　２名

編 集 後 記

　だんだんと暖かい日が多くなってきました。表紙の菜の花をはじめ、春の訪れとともに、
村内あちらこちらで花々が色づき始めました。見ていると、気分も穏やかに。早くもお花見
が楽しみです。
　２月、広報編集委員の皆さんと、琴平町に広報紙の研修に行ってきました。担当者の方
の熱のこもったお話に、こちらの委員の方々からも次々に質問が。分かりやすい広報紙、住
民の方にスポットを当てた広報紙、また住民の方々の声を反映できる広報紙。こんな広報
紙を目指していますが、まだまだ課題が。今回の研修を活かして、少しでも住民の方々が読
みたいと思える広報紙をつくっていきたいと、気持ちを新たに頑張っていきます。

田村　春馬くん
平成26年1月21日生まれ
男の子
保護者：篤志
自治会：岡花団地

はるま

ひだか
の

たから
ものひだか
の

たから
もの
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日
下
小
学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド
に

て
、
仁
淀
消
防
組
合
日
高
分
署
協

力
の
も
と
新
春
恒
例
の
日
高
村
消

防
団
初
午
行
事
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。

　
こ
の
行
事
は
、
本
年
が
災
害
等

の
少
な
い
年
で
あ
る
こ
と
を
願
う

と
と
も
に
、
地
域
の
安
全
に
寄
与

す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
毎
年
開

催
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
当
日
は
快
晴
で
、
矢
野
団
長
以

下
86
人
の
団
員
が
集
結
し
、
優
良

団
員
表
彰
、
退
団
者
感
謝
状
授
与
、

新
任
団
員
紹
介
の
ほ
か
、
力
強
い

分
列
行
進
な
ど
を
繰
り
広
げ
、
士

気
を
高
め
る
な
ど
、
厳
格
な
式
典

が
挙
行
さ
れ
ま
し
た
。

　
全
体
式
の
終
了
後
、
各
分
団
が

2
隊
へ
分
か
れ
村
内
を
パ
レ
ー
ド

し
た
後
、
昨
年
同
様
、
本
年
が
災

害
の
少
な
い
年
で
あ
る
よ
う
に

祈
っ
て
江
尻
河
川
敷
で
一
斉
放
水

　
清
掃
と
植
樹
活
動
を
終
え
た
沖

名
調
整
池
の
水
面
は
、
澄
み
切
っ

た
青
い
空
を
映
し
水
鳥
た
ち
を
癒

や
す
環
境
を
保
っ
て
い
ま
し
た
。

ま
た
、
苗
木
の
成
長
と
と
も
に
近

い
将
来
、
そ
の
水
面
に
桜
色
を
映

し
、
地
域
に
柔
ら
か
な
春
を
告
げ

る
こ
と
で
し
ょ
う
。

　
作
業
に
参
加
さ
れ
ま
し
た
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
の
皆
さ
ま
に
お
か
れ
ま

し
て
は
、
大
変
ご
苦
労
さ
ま
で
し

た
。

　
最
後
に
、
沖
名
調
整
池
が
治
水

施
設
の
み
に
留
ま
ら
ず
、
今
回
植

樹
を
終
え
た
桜
が
大
き
く
そ
の
樹

形
を
成
し
て
い
く
よ
う
に
、
多
く

の
村
内
外
の
方
に
親
し
ま
れ
る
施

設
と
な
り
ま
す
よ
う
、
地
域
の
皆

さ
ま
の
ご
理
解
ご
協
力
を
よ
ろ
し

く
お
願
い
し
ま
す
。

　
沖
名
調
整
池
に
お
い
て
護
岸
の

清
掃
並
び
に
、
桜
の
植
樹
活
動
が

実
施
さ
れ
ま
し
た
。

　
晴
天
に
恵
ま
れ
た
当
日
の
活
動

は
、
地
域
の
方
々
を
は
じ
め
と
し

沖
名
調
整
池
を
活
か
す
会
か
ら
も

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
参
加
が
得
ら
れ
、

総
勢
70
人
に
よ
る
調
整
池
護
岸
の

環
境
美
化
活
動
が
行
わ
れ
ま
し

た
。

　
清
掃
活
動
に
お
い
て
は
、「
増

水
時
に
流
れ
着
い
た
と
思
わ
れ
る

木
切
れ
等
の
他
に
は
、
ゴ
ミ
が
な

い
ね
」、「
日
頃
、
除
草
作
業
を
し

ゆ
う
き
ゴ
ミ
も
捨
て
ら
れ
ん
な
っ

た
」
と
い
う
嬉
し
い
声
が
あ
ち
ら

こ
ち
ら
で
聞
か
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
引
き
続
い
て
実
施
さ
れ

た
桜
の
植
樹
活
動
に
お
い
て
は
、

「
宝
く
じ
桜
」
配
布
事
業
に
よ
り

配
布
を
受
け
た
70
本
の
苗
木
が
調

整
池
南
側
の
護
岸
に
沿
っ
て
植
樹

さ
れ
、参
加
者
の
皆
さ
ん
か
ら
「
花

見
は
5
年
後
か
ら
や
ろ
う
か
、
10

年
後
に
は
見
栄
え
が
良
い
ろ
う

か
、
い
っ
ぱ
い
人
が
来
て
く
れ
た

ら
え
い
ね
、
20
年
後
は…

」
と
地

域
の
発
展
・
振
興
に
期
待
を
寄
せ

る
感
想
が
多
く
聞
か
れ
ま
し
た
。

を
行
い
ま
し
た
。

　
本
村
か
ら
名
越
屋
沈
下
橋

に
か
け
て
の
仁
淀
川
周
辺

で
、
伊
野
法
人
会
主
催
に
よ

る
清
掃
作
業
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
こ
れ
は
、
高
知
県
内
6

法
人
会
が
社
会
貢
献
活
動
の

一
環
と
し
て
毎
年
行
っ
て
い
る

「
法
人
会
ク
リ
ー
ン
デ
ー
」
の
行
事

と
し
て
実
施
さ
れ
た
も
の
で
す
。

　
当
日
は
午
前
10
時
に
、
伊
野
法

人
会
会
員
ほ
か
地
元
村
民
ら
58
人

の
皆
さ
ん
が
屋
形
船
仁
淀
川
駐
車

場
に
集
ま
り
、
約
1.2
ト
ン
の
ご
み

を
回
収
し
ま
し
た
。
特
に
沈
下
橋

で
は
道
路
下
の
竹
藪
に
大
量
の
不

法
投
棄
ご
み
や
漂
着
ご
み
が
あ
り

ま
し
た
が
、
皆
さ
ん
の
力
で
す
っ

か
り
き
れ
い
に
な
り
ま
し
た
。

　
文
化
財
防
火
デ
ー
に
合
わ
せ
て

日
高
村
で
は
国
宝
等
が
収
納
さ
れ

て
い
る
小
村
神
社
に
お
い
て
防
火

訓
練
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

　
当
日
は
、
小
村
神
社
関
係
者
、

小
村
地
区
自
主
防
災
会
、
日
高
村

消
防
団
下
分
分
団
、
仁
淀
消
防
組

合
日
高
分
署
、
い
の
警
察
署
の
各

関
係
者
総
勢
39
人
が
参
加
し
て
、

119
番
通
報
、消
火
器
、消
火
栓
ボ
ッ

ク
ス
を
使
用
し
て
の
放
水
訓
練
な

ど
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。
参
加
者

は
比
較
的
暖
か
い
日
和
の
中
、
放

水
訓
練
に
積
極
的
に
取
り
組
ま
れ

て
い
ま
し
た
。
ま
た
、
普
段
触
れ

る
機
会
の
少
な
い
消
火
器
、
消
火

栓
の
取
り
扱
い
や
使
用
中
の
注
意

点
な
ど
に
耳
を
傾
け
て
い
ま
し

た
。

　
今
回
の
訓
練
を
通
じ
て
「
文
化

財
を
大
切
に
す
る
」
思
い
と
、「
防

火
意
識
の
高
揚
」
を
図
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
今
後
も
こ
う
い
っ

た
活
動
を
通
し
て
、
地
域
の
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
と
り
、「
防

災
・
減
災
」
意
識
を
図
っ
て
い
た

だ
き
た
い
と
願
っ
て
い
ま
す
。

　
第
62
回
高
知
県
市
町
村
対
抗
駅

伝
競
走
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
今
年
も
、
高
知
県
内
の
25
市
町

村
か
ら
参
加
し
た
42
チ
ー
ム
が
、

室
戸
岬
〜
安
芸
市
役
所
前
ま
で
の

46
・
5
㎞
を
8
人
の
た
す
き
で
つ

な
ぎ
ま
し
た
。

　
海
か
ら
強
風
の
吹
き
つ
け
る
中

で
の
ス
タ
ー
ト
と
な
り
ま
し
た

が
、
風
を
も
の
と
も
せ
ず
に
力
走

す
る
ラ
ン
ナ
ー
の
走
り
と
、
沿
道

か
ら
の
声
援
が
室
戸
を
熱
く
震
わ

せ
ま
し
た
。

　
日
高
村
チ
ー
ム
は
総
合
40
位
と

順
位
こ
そ
振
る
わ
な
か
っ
た
も
の

の
、
全
員
が
持
て
る
力
を
出
し
切

る
走
り
で
、
最
後
ま
で
た
す
き
を

つ
な
ぎ
ま
し
た
。

　
第
8
回
和
太
鼓
コ
ン
ク
ー
ル
に

お
い
て
、
土
佐
日
高
環
頭
太
鼓
が

最
優
秀
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。
土

佐
和
太
鼓
文
化
研
究
所
・
一
響
館

主
催
で
、
高
知
県
内
の
30
チ
ー
ム

が
参
加
し
ま
し
た
。

　
一
般
の
部
で
の
最
優
秀
賞
の
ほ

か
、
一
般
の
部
個
人
賞
に
矢
野
ま

ゆ
さ
ん
と
濱
田
安
加
さ
ん
、
少
年

Ｂ
の
部
（
中
学
生
）
個
人
賞
に
矢

野
勝
大
さ
ん
が
そ
れ
ぞ
れ
受
賞

し
、
壮
年
の
部
で
は
敢
闘
賞
を
受

賞
し
ま
し
た
。
ま
た
石
川
県
の
浅

野
太
鼓
よ
り
締
太
鼓
が
贈
ら
れ
ま

し
た
。

　
村
内
外
イ
ベ
ン
ト
で
の
更
な
る

活
躍
や
来
年
の
連
覇
へ
も
期
待
が

高
ま
り
ま
す
。

竹藪に大量のごみ

会場を沸かした迫力ある演奏

消火器取り扱い訓練放水訓練

一斉放水

活動を行った皆さん

地域の方も多く参加した

できごとあれこれできごとあれこれ

Village TopicsVillage Topics

沖
名
調
整
池
に

70
本
の
桜
を

植
樹

2月
 9日

仁
淀
川
周
辺
で

法
人
会

ク
リ
ー
ン
デ
ー

1月
19日

土
佐
日
高
環
頭
太
鼓

最
優
秀
賞
に
輝
く

1月
25日

第
62
回

高
知
県
市
町
村

対
抗
駅
伝
競
走

1月
26日

文
化
財
防
火
デ
ー

1月
26日

　
青
少
年
の
非
行
防
止
を
願
い
、

い
の
警
察
署
、
関
係
す
る
育
成
セ

ン
タ
ー
の
先
生
方
を
迎
え
て
、
平

成
25
年
度
中
部
地
区
育
成
セ
ン

タ
ー
連
絡
協
議
会
第
3
回
一
斉
補

導
を
行
い
ま
し
た
。
小
村
神
社
前

駅
か
ら
岡
花
駅
間
の
列
車
、
コ
ン

ビ
ニ
及
び
量
販
店
で
の
巡
回
を
実

施
し
ま
し
た
。
小
村
神
社
前
駅
で

は
若
者
の
喫
煙
が
あ
り
、
補
導
を

し
て
お
り
ま
す
。
未
成
年
の
喫
煙

は
身
体
へ
の
害
が
あ
り
、
法
律
で

も
禁
じ
ら
れ
、
販
売
者
は
罰
せ
ら

れ
ま
す
。
地
域
で
若
者
の
健
全
育

成
を
図
り
ま
し
ょ
う
。

日
高
村
少
年
補
導
育
成
セ
ン
タ
ー

☎
２
４
・
４
４
１
１

分列行進

消
防
団
初
午
行
事

2月
 2日

前列左より　
１区松木　啓さん　２区森　裕貴さん
３区梶原知貴さん　４区南部紘平さん

後列左より　
５区山中英裕さん　６区大﨑絢斗さん
７区安岡周総さん　8 区馬場洋明さん

監督　柏井清夫さん

●優良団員表彰
中央分団　　橋詰　卓哉
中央分団　　三宮　秀幸
本郷分団　　廣井　正人
岩目地分団　菊本　忠行
岩目地分団　片岡　邦彦
岩目地分団　山中　文雄
西部分団　　田中　覚

●退団者（感謝状）
元下分分団
　大川内　優太

●新任団員
岩目地分団　長尾　和明
中央分団　　南部　紘平

1月
30日

地
域
で
守
ろ
う

青
少
年
一
斉
補
導
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。

　
全
体
式
の
終
了
後
、
各
分
団
が

2
隊
へ
分
か
れ
村
内
を
パ
レ
ー
ド

し
た
後
、
昨
年
同
様
、
本
年
が
災

害
の
少
な
い
年
で
あ
る
よ
う
に

祈
っ
て
江
尻
河
川
敷
で
一
斉
放
水

　
清
掃
と
植
樹
活
動
を
終
え
た
沖

名
調
整
池
の
水
面
は
、
澄
み
切
っ

た
青
い
空
を
映
し
水
鳥
た
ち
を
癒

や
す
環
境
を
保
っ
て
い
ま
し
た
。

ま
た
、
苗
木
の
成
長
と
と
も
に
近

い
将
来
、
そ
の
水
面
に
桜
色
を
映

し
、
地
域
に
柔
ら
か
な
春
を
告
げ

る
こ
と
で
し
ょ
う
。

　
作
業
に
参
加
さ
れ
ま
し
た
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
の
皆
さ
ま
に
お
か
れ
ま

し
て
は
、
大
変
ご
苦
労
さ
ま
で
し

た
。

　
最
後
に
、
沖
名
調
整
池
が
治
水

施
設
の
み
に
留
ま
ら
ず
、
今
回
植

樹
を
終
え
た
桜
が
大
き
く
そ
の
樹

形
を
成
し
て
い
く
よ
う
に
、
多
く

の
村
内
外
の
方
に
親
し
ま
れ
る
施

設
と
な
り
ま
す
よ
う
、
地
域
の
皆

さ
ま
の
ご
理
解
ご
協
力
を
よ
ろ
し

く
お
願
い
し
ま
す
。

　
沖
名
調
整
池
に
お
い
て
護
岸
の

清
掃
並
び
に
、
桜
の
植
樹
活
動
が

実
施
さ
れ
ま
し
た
。

　
晴
天
に
恵
ま
れ
た
当
日
の
活
動

は
、
地
域
の
方
々
を
は
じ
め
と
し

沖
名
調
整
池
を
活
か
す
会
か
ら
も

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
参
加
が
得
ら
れ
、

総
勢
70
人
に
よ
る
調
整
池
護
岸
の

環
境
美
化
活
動
が
行
わ
れ
ま
し

た
。

　
清
掃
活
動
に
お
い
て
は
、「
増

水
時
に
流
れ
着
い
た
と
思
わ
れ
る

木
切
れ
等
の
他
に
は
、
ゴ
ミ
が
な

い
ね
」、「
日
頃
、
除
草
作
業
を
し

ゆ
う
き
ゴ
ミ
も
捨
て
ら
れ
ん
な
っ

た
」
と
い
う
嬉
し
い
声
が
あ
ち
ら

こ
ち
ら
で
聞
か
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
引
き
続
い
て
実
施
さ
れ

た
桜
の
植
樹
活
動
に
お
い
て
は
、

「
宝
く
じ
桜
」
配
布
事
業
に
よ
り

配
布
を
受
け
た
70
本
の
苗
木
が
調

整
池
南
側
の
護
岸
に
沿
っ
て
植
樹

さ
れ
、参
加
者
の
皆
さ
ん
か
ら
「
花

見
は
5
年
後
か
ら
や
ろ
う
か
、
10

年
後
に
は
見
栄
え
が
良
い
ろ
う

か
、
い
っ
ぱ
い
人
が
来
て
く
れ
た

ら
え
い
ね
、
20
年
後
は…

」
と
地

域
の
発
展
・
振
興
に
期
待
を
寄
せ

る
感
想
が
多
く
聞
か
れ
ま
し
た
。

を
行
い
ま
し
た
。

　
本
村
か
ら
名
越
屋
沈
下
橋

に
か
け
て
の
仁
淀
川
周
辺

で
、
伊
野
法
人
会
主
催
に
よ

る
清
掃
作
業
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
こ
れ
は
、
高
知
県
内
6

法
人
会
が
社
会
貢
献
活
動
の

一
環
と
し
て
毎
年
行
っ
て
い
る

「
法
人
会
ク
リ
ー
ン
デ
ー
」
の
行
事

と
し
て
実
施
さ
れ
た
も
の
で
す
。

　
当
日
は
午
前
10
時
に
、
伊
野
法

人
会
会
員
ほ
か
地
元
村
民
ら
58
人

の
皆
さ
ん
が
屋
形
船
仁
淀
川
駐
車

場
に
集
ま
り
、
約
1.2
ト
ン
の
ご
み

を
回
収
し
ま
し
た
。
特
に
沈
下
橋

で
は
道
路
下
の
竹
藪
に
大
量
の
不

法
投
棄
ご
み
や
漂
着
ご
み
が
あ
り

ま
し
た
が
、
皆
さ
ん
の
力
で
す
っ

か
り
き
れ
い
に
な
り
ま
し
た
。

　
文
化
財
防
火
デ
ー
に
合
わ
せ
て

日
高
村
で
は
国
宝
等
が
収
納
さ
れ

て
い
る
小
村
神
社
に
お
い
て
防
火

訓
練
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

　
当
日
は
、
小
村
神
社
関
係
者
、

小
村
地
区
自
主
防
災
会
、
日
高
村

消
防
団
下
分
分
団
、
仁
淀
消
防
組

合
日
高
分
署
、
い
の
警
察
署
の
各

関
係
者
総
勢
39
人
が
参
加
し
て
、

119
番
通
報
、消
火
器
、消
火
栓
ボ
ッ

ク
ス
を
使
用
し
て
の
放
水
訓
練
な

ど
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。
参
加
者

は
比
較
的
暖
か
い
日
和
の
中
、
放

水
訓
練
に
積
極
的
に
取
り
組
ま
れ

て
い
ま
し
た
。
ま
た
、
普
段
触
れ

る
機
会
の
少
な
い
消
火
器
、
消
火

栓
の
取
り
扱
い
や
使
用
中
の
注
意

点
な
ど
に
耳
を
傾
け
て
い
ま
し

た
。

　
今
回
の
訓
練
を
通
じ
て
「
文
化

財
を
大
切
に
す
る
」
思
い
と
、「
防

火
意
識
の
高
揚
」
を
図
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
今
後
も
こ
う
い
っ

た
活
動
を
通
し
て
、
地
域
の
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
と
り
、「
防

災
・
減
災
」
意
識
を
図
っ
て
い
た

だ
き
た
い
と
願
っ
て
い
ま
す
。

　
第
62
回
高
知
県
市
町
村
対
抗
駅

伝
競
走
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
今
年
も
、
高
知
県
内
の
25
市
町

村
か
ら
参
加
し
た
42
チ
ー
ム
が
、

室
戸
岬
〜
安
芸
市
役
所
前
ま
で
の

46
・
5
㎞
を
8
人
の
た
す
き
で
つ

な
ぎ
ま
し
た
。

　
海
か
ら
強
風
の
吹
き
つ
け
る
中

で
の
ス
タ
ー
ト
と
な
り
ま
し
た

が
、
風
を
も
の
と
も
せ
ず
に
力
走

す
る
ラ
ン
ナ
ー
の
走
り
と
、
沿
道

か
ら
の
声
援
が
室
戸
を
熱
く
震
わ

せ
ま
し
た
。

　
日
高
村
チ
ー
ム
は
総
合
40
位
と

順
位
こ
そ
振
る
わ
な
か
っ
た
も
の

の
、
全
員
が
持
て
る
力
を
出
し
切

る
走
り
で
、
最
後
ま
で
た
す
き
を

つ
な
ぎ
ま
し
た
。

　
第
8
回
和
太
鼓
コ
ン
ク
ー
ル
に

お
い
て
、
土
佐
日
高
環
頭
太
鼓
が

最
優
秀
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。
土

佐
和
太
鼓
文
化
研
究
所
・
一
響
館

主
催
で
、
高
知
県
内
の
30
チ
ー
ム

が
参
加
し
ま
し
た
。

　
一
般
の
部
で
の
最
優
秀
賞
の
ほ

か
、
一
般
の
部
個
人
賞
に
矢
野
ま

ゆ
さ
ん
と
濱
田
安
加
さ
ん
、
少
年

Ｂ
の
部
（
中
学
生
）
個
人
賞
に
矢

野
勝
大
さ
ん
が
そ
れ
ぞ
れ
受
賞

し
、
壮
年
の
部
で
は
敢
闘
賞
を
受

賞
し
ま
し
た
。
ま
た
石
川
県
の
浅

野
太
鼓
よ
り
締
太
鼓
が
贈
ら
れ
ま

し
た
。

　
村
内
外
イ
ベ
ン
ト
で
の
更
な
る

活
躍
や
来
年
の
連
覇
へ
も
期
待
が

高
ま
り
ま
す
。

竹藪に大量のごみ

会場を沸かした迫力ある演奏

消火器取り扱い訓練放水訓練

一斉放水

活動を行った皆さん

地域の方も多く参加した

できごとあれこれできごとあれこれ

Village TopicsVillage Topics

沖
名
調
整
池
に

70
本
の
桜
を

植
樹

2月
 9日

仁
淀
川
周
辺
で

法
人
会

ク
リ
ー
ン
デ
ー

1月
19日

土
佐
日
高
環
頭
太
鼓

最
優
秀
賞
に
輝
く

1月
25日

第
62
回

高
知
県
市
町
村

対
抗
駅
伝
競
走

1月
26日

文
化
財
防
火
デ
ー

1月
26日

　
青
少
年
の
非
行
防
止
を
願
い
、

い
の
警
察
署
、
関
係
す
る
育
成
セ

ン
タ
ー
の
先
生
方
を
迎
え
て
、
平

成
25
年
度
中
部
地
区
育
成
セ
ン

タ
ー
連
絡
協
議
会
第
3
回
一
斉
補

導
を
行
い
ま
し
た
。
小
村
神
社
前

駅
か
ら
岡
花
駅
間
の
列
車
、
コ
ン

ビ
ニ
及
び
量
販
店
で
の
巡
回
を
実

施
し
ま
し
た
。
小
村
神
社
前
駅
で

は
若
者
の
喫
煙
が
あ
り
、
補
導
を

し
て
お
り
ま
す
。
未
成
年
の
喫
煙

は
身
体
へ
の
害
が
あ
り
、
法
律
で

も
禁
じ
ら
れ
、
販
売
者
は
罰
せ
ら

れ
ま
す
。
地
域
で
若
者
の
健
全
育

成
を
図
り
ま
し
ょ
う
。

日
高
村
少
年
補
導
育
成
セ
ン
タ
ー

☎
２
４
・
４
４
１
１

分列行進

消
防
団
初
午
行
事

2月
 2日

前列左より　
１区松木　啓さん　２区森　裕貴さん
３区梶原知貴さん　４区南部紘平さん

後列左より　
５区山中英裕さん　６区大﨑絢斗さん
７区安岡周総さん　8 区馬場洋明さん

監督　柏井清夫さん

●優良団員表彰
中央分団　　橋詰　卓哉
中央分団　　三宮　秀幸
本郷分団　　廣井　正人
岩目地分団　菊本　忠行
岩目地分団　片岡　邦彦
岩目地分団　山中　文雄
西部分団　　田中　覚

●退団者（感謝状）
元下分分団
　大川内　優太

●新任団員
岩目地分団　長尾　和明
中央分団　　南部　紘平

1月
30日

地
域
で
守
ろ
う

青
少
年
一
斉
補
導
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　11
月
の
す
く
す
く
広
場
で
「
お

も
ち
ゃ
と
の
関
わ
り
」
に
つ
い
て
、

ゆ
っ
く
り
お
話
を
聞
く
こ
と
が
で

き
な
か
っ
た
た
め
、再
度
お
も
ち
ゃ

図
書
館
の
濱
田
さ
ん
を
講
師
に
迎

え
お
話
を
し
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。　濱

田
さ
ん
に
持
っ
て
き
て
い
た

だ
い
た
木
や
布
製
の
あ
た
た
か
い

玩
具
に
触
れ
な
が
ら
、
お
も
ち
ゃ

を
選
ぶ
際
の
ポ
イ
ン
ト
を
教
え
て

い
た
だ
い
た
他
、
あ
そ
び
を
通
じ

て
の
子
ど
も
の
成
長
や
、
テ
レ
ビ

と
の
関
わ
り
方
、
親
子
で
ふ
れ
あ

う
時
間
の
大
切
さ
な
ど
、
い
ろ
い

ろ
な
お
話
を
聞
か
せ
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。

　慌
た
だ
し
い
毎
日
、
ゆ
っ
く
り

子
ど
も
と
向
き
合
っ
て
あ
そ
ぶ
こ

と
は
な
か
な
か
難
し
い
と
思
い
ま

す
が
、
数
分
間
だ
け
で
も
子
ど

も
と
時
間
を
持
つ
こ
と
で
、
親
が

子
ど
も
の
成
長
に
気
づ
く
こ
と
が

で
き
た
り
、
子
ど
も
の
気
持
ち

を
満
た
し
て
あ
げ
た
り
、
子
ど

も
が
気
持
ち
を
落
ち
着
か
せ
る

こ
と
が
で
き
る
な
ど
、
た
く
さ
ん

学
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　お
も
ち
ゃ
選
び
や
子
ど
も
と
の

関
わ
り
を
通
し
て
、
自
立
し
た

大
人
へ
と
確
立
で
き
る
よ
う
で

す
。

※「
お
も
ち
ゃ
と
の
関
わ
り
」
に
つ

い
て
の
、
と
て
も
分
か
り
や
す
い

資
料
は
子
ど
も
支
援
室
に
置
い
て

あ
り
ま
す
。
興
味
の
あ
る
方
は

ぜ
ひ
お
立
ち
寄
り
く
だ
さ
い
。

場
広

くすくす くすくす
日高村地域子育て

支援センターからお知らせ

子育て支援センターでは、家庭保育中の
親子を対象に毎月行事を行っています(め
だかっこ通信でお知らせしています )。平
日は室内を開放し
ています。お気軽
にあそびに来てく
ださい♪

1
／
10
　「お
も
ち
ゃ
と
の
関
わ
り
」

３月６日（木）、３月１３日(木)
午前10時30分～　（申し込みは不要です。）

●絵本でぱぴぃら

３月２０日（木）「思い出づくり」
申し込み締切日：３月１７日（月）
午前10時～11時30分
（保健センター内・子育て支援センター室）

　子育て相談もしています。また「もこもこ教室」と題し、親子の触れ合う時間を通して子どもへの関わり方や
支援方法を一緒に考えていきます。ご利用ください。

●すくすく広場

子ども支援室 ☎24-4411　村内無料 ☎724-4411

日高村役場

日下保育園日下保育園

日高村社会福祉センター日高村社会福祉センター

下分大橋下分大橋

国道33号
線

国道3
3号線

JR土讃
線

日下駅

県
道
291
号
線

県
道
291
号
線

日高村
保健センター

最寄駅　日下駅から0.3㎞　徒歩7分

日高村
保健センターの
中にあるよ３月のお知らせ

★子どもを連れて外出するには寒い
時期なので、今回は欠席しようと
思っていましたが、思い切って参
加してよかったです。前回のつづ
きで、おもちゃのことを詳しく聞く
ことができ、すごく参考になりまし
た。一回限りの講演だとそれきり
になってしまうことが多いので、二
回、三回と同じ先生のお話が聞け
ると、さらに掘り下げたお話も聞
けてうれしいです。
★おもちゃとの関わりについて、最
近とても気になっていたので、参
加できてよかったです。幼い頃の
おもちゃとの関わり方が、成長し

た時の性格などにも影響するの
で、気を付けたいと思います。
★今回も楽しく過ごせました。おも
ちゃ選びや、おもちゃに対する考
えを知れてよかったです。
★離乳食がすすんできたので、おや
つの時間が楽しかったです。お母
さん方のいろいろな話も聞けてよ
かったです。
★今回で最後のイベント参加となりま
した。すくすく広場を通して親子
で成長させてもらったと思います。
今回のお話もとてもためになりまし
た。こちらでいろいろな方に出会っ
て、楽しく育児休暇がとれました。

〈おかあさんのこえ〉〈おかあさんのこえ〉

　8
日
に
は
東
京
よ
り
聖
マ
リ

ア
ン
ナ
病
院
の
安
田
医
師
・
平

田
医
師
を
お
招
き
し
て
「
高
血

圧
と
上
手
に
付
き
合
う
に
は
」

「
脳
卒
中
を
知
ろ
う
」
の
講
演

会
を
行
い
、
夕
方
よ
り
「
ひ
だ

か
d
e
お
き
ゃ
く
」
に
は
多
く

の
参
加
者
が
あ
り
親
睦
を
深
め

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　9
日
に
は
教
育
振
興
の
あ
っ

た
方
へ
の
表
彰
授
賞
式
や
二
胡

コ
ン
サ
ー
ト
、
1
d
a
y
ミ
ニ

レ
ッ
ス
ン
（
フ
ラ
ダ
ン
ス
・
ど

ん
ぐ
り
で
ト
ト
ロ
を
つ
く
ろ

う
・
お
茶
の
心
得
・
英
会
話
レ
ッ

ス
ン
）
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
会

場
か
ら
は
楽
し
そ
う
な
笑
い
声

が
聞
こ
え
て
く
る
レ
ッ
ス
ン
も

あ
り
ま
し
た
。

　健
康
に
は
「
心
」
と
「
体
」

両
方
が
元
気
で
あ
る
こ
と
が
必

要
な
の
だ
と
思
え
る
生
涯
学
習

大
会
で
し
た
。

　ま
た
、
総
合
美
術
展
・
高
岡

地
区
巡
回
美
術
展
に
は
300
人
を

超
え
る
来
場
者
が
あ
り
文
化
交

流
を
深
め
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。　多

く
の
方
々
に
ご
来
場
い
た

だ
き
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。

『ひだかの日』『ひだかの日』
生涯学習フェスタ

本年度の受賞者の皆さん

2月
8・9日

　日高村保健センター・社会福祉セン
ターにて日高村生涯学習フェスタが開
催されました。
　本年度は「いきいき元気に楽しく！
生涯現役・生涯学習」をテーマとして
健康に関する講演会や体験教室などを
実施し、多くの人が楽しみながら生涯
学習に関する学びを深めました。

日高村教育委員会表彰受賞者
笠原海心（日下小学校６年）　大藤光男（一般）　佐竹治喜（一般）

日高村教育長表彰
能津小学校 宮本雅野（能津小学校５年）
横山大也（日下小学校６年）　笠原勇馬（日下小学校４年）
福本理帆（日高中学校３年）　橋本理央（日高中学校２年）

フラダンスレッスン お面をつけてしばてん踊りを踊る 生活習慣病について学ぶ

おめでとう！

　本
郷
分
団
、
沖
名
分
団
、
西
部

分
団
の
消
防
車
両
が
、
新
し
く
更

新
さ
れ
ま
し
た
。
救
助
資
機
材
を

含
め
た
最
新
の
装
備
を
搭
載
し
た

消
防
車
両
の
導
入
に
よ
り
今
後
、

消
防
活
動
に
ま
す
ま
す
の
活
躍
が

期
待
さ
れ
ま
す
。

車体の後ろにもへいくんのイラスト 小村神社にて祈祷を受ける

消
防
団

  

多
機
能
型

　 消
防
車
両
購
入
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　11
月
の
す
く
す
く
広
場
で
「
お

も
ち
ゃ
と
の
関
わ
り
」
に
つ
い
て
、

ゆ
っ
く
り
お
話
を
聞
く
こ
と
が
で

き
な
か
っ
た
た
め
、再
度
お
も
ち
ゃ

図
書
館
の
濱
田
さ
ん
を
講
師
に
迎

え
お
話
を
し
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。　濱

田
さ
ん
に
持
っ
て
き
て
い
た

だ
い
た
木
や
布
製
の
あ
た
た
か
い

玩
具
に
触
れ
な
が
ら
、
お
も
ち
ゃ

を
選
ぶ
際
の
ポ
イ
ン
ト
を
教
え
て

い
た
だ
い
た
他
、
あ
そ
び
を
通
じ

て
の
子
ど
も
の
成
長
や
、
テ
レ
ビ

と
の
関
わ
り
方
、
親
子
で
ふ
れ
あ

う
時
間
の
大
切
さ
な
ど
、
い
ろ
い

ろ
な
お
話
を
聞
か
せ
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。

　慌
た
だ
し
い
毎
日
、
ゆ
っ
く
り

子
ど
も
と
向
き
合
っ
て
あ
そ
ぶ
こ

と
は
な
か
な
か
難
し
い
と
思
い
ま

す
が
、
数
分
間
だ
け
で
も
子
ど

も
と
時
間
を
持
つ
こ
と
で
、
親
が

子
ど
も
の
成
長
に
気
づ
く
こ
と
が

で
き
た
り
、
子
ど
も
の
気
持
ち

を
満
た
し
て
あ
げ
た
り
、
子
ど

も
が
気
持
ち
を
落
ち
着
か
せ
る

こ
と
が
で
き
る
な
ど
、
た
く
さ
ん

学
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　お
も
ち
ゃ
選
び
や
子
ど
も
と
の

関
わ
り
を
通
し
て
、
自
立
し
た

大
人
へ
と
確
立
で
き
る
よ
う
で

す
。

※「
お
も
ち
ゃ
と
の
関
わ
り
」
に
つ

い
て
の
、
と
て
も
分
か
り
や
す
い

資
料
は
子
ど
も
支
援
室
に
置
い
て

あ
り
ま
す
。
興
味
の
あ
る
方
は

ぜ
ひ
お
立
ち
寄
り
く
だ
さ
い
。

場
広

くすくす くすくす
日高村地域子育て

支援センターからお知らせ

子育て支援センターでは、家庭保育中の
親子を対象に毎月行事を行っています(め
だかっこ通信でお知らせしています )。平
日は室内を開放し
ています。お気軽
にあそびに来てく
ださい♪

1
／
10
　「お
も
ち
ゃ
と
の
関
わ
り
」

３月６日（木）、３月１３日(木)
午前10時30分～　（申し込みは不要です。）

●絵本でぱぴぃら

３月２０日（木）「思い出づくり」
申し込み締切日：３月１７日（月）
午前10時～11時30分
（保健センター内・子育て支援センター室）

　子育て相談もしています。また「もこもこ教室」と題し、親子の触れ合う時間を通して子どもへの関わり方や
支援方法を一緒に考えていきます。ご利用ください。

●すくすく広場

子ども支援室 ☎24-4411　村内無料 ☎724-4411

日高村役場

日下保育園日下保育園

日高村社会福祉センター日高村社会福祉センター

下分大橋下分大橋

国道33号
線

国道3
3号線

JR土讃
線

日下駅

県
道
291
号
線

県
道
291
号
線

日高村
保健センター

最寄駅　日下駅から0.3㎞　徒歩7分

日高村
保健センターの
中にあるよ３月のお知らせ

★子どもを連れて外出するには寒い
時期なので、今回は欠席しようと
思っていましたが、思い切って参
加してよかったです。前回のつづ
きで、おもちゃのことを詳しく聞く
ことができ、すごく参考になりまし
た。一回限りの講演だとそれきり
になってしまうことが多いので、二
回、三回と同じ先生のお話が聞け
ると、さらに掘り下げたお話も聞
けてうれしいです。
★おもちゃとの関わりについて、最
近とても気になっていたので、参
加できてよかったです。幼い頃の
おもちゃとの関わり方が、成長し

た時の性格などにも影響するの
で、気を付けたいと思います。
★今回も楽しく過ごせました。おも
ちゃ選びや、おもちゃに対する考
えを知れてよかったです。
★離乳食がすすんできたので、おや
つの時間が楽しかったです。お母
さん方のいろいろな話も聞けてよ
かったです。
★今回で最後のイベント参加となりま
した。すくすく広場を通して親子
で成長させてもらったと思います。
今回のお話もとてもためになりまし
た。こちらでいろいろな方に出会っ
て、楽しく育児休暇がとれました。

〈おかあさんのこえ〉〈おかあさんのこえ〉

　8
日
に
は
東
京
よ
り
聖
マ
リ

ア
ン
ナ
病
院
の
安
田
医
師
・
平

田
医
師
を
お
招
き
し
て
「
高
血

圧
と
上
手
に
付
き
合
う
に
は
」

「
脳
卒
中
を
知
ろ
う
」
の
講
演

会
を
行
い
、
夕
方
よ
り
「
ひ
だ

か
d
e
お
き
ゃ
く
」
に
は
多
く

の
参
加
者
が
あ
り
親
睦
を
深
め

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　9
日
に
は
教
育
振
興
の
あ
っ

た
方
へ
の
表
彰
授
賞
式
や
二
胡

コ
ン
サ
ー
ト
、
1
d
a
y
ミ
ニ

レ
ッ
ス
ン
（
フ
ラ
ダ
ン
ス
・
ど

ん
ぐ
り
で
ト
ト
ロ
を
つ
く
ろ

う
・
お
茶
の
心
得
・
英
会
話
レ
ッ

ス
ン
）
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
会

場
か
ら
は
楽
し
そ
う
な
笑
い
声

が
聞
こ
え
て
く
る
レ
ッ
ス
ン
も

あ
り
ま
し
た
。

　健
康
に
は
「
心
」
と
「
体
」

両
方
が
元
気
で
あ
る
こ
と
が
必

要
な
の
だ
と
思
え
る
生
涯
学
習

大
会
で
し
た
。

　ま
た
、
総
合
美
術
展
・
高
岡

地
区
巡
回
美
術
展
に
は
300
人
を

超
え
る
来
場
者
が
あ
り
文
化
交

流
を
深
め
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。　多

く
の
方
々
に
ご
来
場
い
た

だ
き
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。

『ひだかの日』『ひだかの日』
生涯学習フェスタ

本年度の受賞者の皆さん

2月
8・9日

　日高村保健センター・社会福祉セン
ターにて日高村生涯学習フェスタが開
催されました。
　本年度は「いきいき元気に楽しく！
生涯現役・生涯学習」をテーマとして
健康に関する講演会や体験教室などを
実施し、多くの人が楽しみながら生涯
学習に関する学びを深めました。

日高村教育委員会表彰受賞者
笠原海心（日下小学校６年）　大藤光男（一般）　佐竹治喜（一般）

日高村教育長表彰
能津小学校 宮本雅野（能津小学校５年）
横山大也（日下小学校６年）　笠原勇馬（日下小学校４年）
福本理帆（日高中学校３年）　橋本理央（日高中学校２年）

フラダンスレッスン お面をつけてしばてん踊りを踊る 生活習慣病について学ぶ

おめでとう！

　本
郷
分
団
、
沖
名
分
団
、
西
部

分
団
の
消
防
車
両
が
、
新
し
く
更

新
さ
れ
ま
し
た
。
救
助
資
機
材
を

含
め
た
最
新
の
装
備
を
搭
載
し
た

消
防
車
両
の
導
入
に
よ
り
今
後
、

消
防
活
動
に
ま
す
ま
す
の
活
躍
が

期
待
さ
れ
ま
す
。

車体の後ろにもへいくんのイラスト 小村神社にて祈祷を受ける

消
防
団

  

多
機
能
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軽
自
動
車
税
は
、
毎
年
4
月
1
日
（
賦
課
期
日
）

現
在
に
日
高
村
内
に
定
置
場
が
あ
る
原
動
機
付
自

転
車
（
原
付
バ
イ
ク
）、
小
型
特
殊
自
動
車
、
軽
自

動
車
お
よ
び
2
輪
の
小
型
自
動
車
を
所
有
し
て
い

る
方（
所
有
権
留
保
つ
き
売
買
の
場
合
は
使
用
者
。）

に
か
か
る
税
金
で
す
。
軽
自
動
車
税
に
は
、
普
通

自
動
車
税
の
よ
う
な
「
月
割
課
税
制
度
」
は
あ
り

ま
せ
ん
の
で
、
年
度
の
途
中
で
譲
渡
や
廃
車
を
さ

れ
て
も
税
金
の
還
付（
払
い
戻
し
）は
あ
り
ま
せ
ん
。

ま
た
、
4
月
2
日
以
降

に
取
得
さ
れ
た
場
合
は
、

そ
の
年
度
の
税
金
は
か

か
り
ま
せ
ん
。

　
下
記
の
よ
う
に
毎
年

4
月
1
日
現
在
の
所
有

者
に
軽
自
動
車
税
を
課

税
し
ま
す
の
で
、
次
に

該
当
す
る
方
は
、
3
月

末
日
ま
で
に
廃
車
お
よ

び
名
義
変
更
等
の
手
続

き
を
早
め
に
下
記
の
関

係
機
関
で
行
っ
て
く
だ

さ
い
。

●
ナ
ン
バ
ー
プ
レ
ー
ト

の
付
い
た
使
用
不
能

な
バ
イ
ク
や
軽
自
動

車
等
を
持
っ
て
い
る

方
。

●
本
人
名
義
の
ま
ま
バ

イ
ク
や
軽
自
動
車
等

を
他
人
に
譲
っ
た
方
。

●
バ
イ
ク
が
盗
難
に

あ
っ
た
方
。

盗
難
の
場
合
は
、
事

前
に
警
察
に
届
け
出

て
処
理
番
号
を
控
え
て
お
い
て
く
だ
さ
い
。

●
バ
イ
ク
・
軽
自
動
車
等
の
所
有
者
の
住
所
（
車

両
の
定
置
場
）
が
変
わ
っ
た
場
合
。

●
個
人
同
士
の
バ
イ
ク
や
軽
自
動
車
等
の
売
買
。

　
3
月
31
日
ま
で
に
廃
車
や
名
義
変
更
等
の
手
続

き
を
し
て
い
た
だ
か
な
い
と
、
手
続
き
前
の
所
有

者
（
名
義
人
）
に
引
き
続
い
て
課
税
さ
れ
、
年
税

額
を
納
め
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
す
の
で
、

ご
注
意
く
だ
さ
い
。

くらしの情報 Information お問い合わせはこちらまで
イン
フォ

メー
ショ
ン

役場（本庁）
住民課 ☎24-5111
出納室 ☎24-5111
健康福祉課 ☎24-5112
国保（給付） ☎24-5112
総務課 ☎24-5113
建設課 ☎24-5114
教育委員会 ☎24-5115

議会事務局 ☎24-7777
包括支援センター ☎24-5197

出先機関
産業環境課 ☎24-4647
子ども支援室 ☎24-4411
保健センター ☎24-5001
下分ふれあいプラザ ☎24-5440

本郷ふれあいプラザ ☎24-4136
能津出張所 ☎24-5141

☎　村内無料電話
　「24」の前に「7」をつけて発信し
てください。
　ただし、利用するには、IP告知端
末と電話機の接続が必要です。

　
国
民
年
金
に
は
、
経
済
的
な
理
由
な
ど
で
保

険
料
を
納
め
る
こ
と
が
困
難
な
場
合
、
申
請
を
し

て
承
認
さ
れ
る
と
、
保
険
料
の
納
付
が
免
除
さ
れ

る
申
請
免
除
制
度
が
あ
り
ま
す
。

　
申
請
免
除
制
度
に
は
、
保
険
料
の
全
額
が
免

除
さ
れ
る
全
額
免
除
と
、
保
険
料
の
一
部
を
納

付
し
、
残
り
の
保
険
料
が
免
除
さ
れ
る
一
部
納

付
が
あ
り
ま
す
。
一
部
納
付
に
は
、
4
分
の
1

納
付
、
半
額
納
付
、
4
分
の
3
納
付
の
3
種
類

が
あ
り
ま
す
。

　
本
人
・
配
偶
者
・
世
帯
主
の
前
年
の
所
得
が

一
定
額
以
下
の
場
合
に
、
全
額
免
除
ま
た
は
一

部
納
付
が
承
認
さ
れ
ま
す
。

　
ま
た
、
退
職
（
失
業
）
を
理
由
と
し
た
特
例

免
除
制
度
も
あ
り
ま
す
。
特
例
免
除
は
、
申
請

す
る
年
度
ま
た
は
前
年
度
に
お
い
て
退
職（
失
業
）

の
事
実
が
あ
る
場
合
に
対
象
と
な
り
、
失
業
さ
れ

た
方
の
所
得
を
除
外
し
て
免
除
の
審
査
を
行
い
ま

す
。

　
申
請
窓
口
は
、
日
高
村
役
場
住
民
課
（
国
民

年
金
担
当
窓
口
）
で
す
。

　
右
記
日
程
に
て
実
施
し
ま
す
。
す
で
に
登
録

し
て
い
る
方
に
は
、
問
診
票
と
日
程
表
を
直
接
お

送
り
し
ま
す
が
、
未
登
録
の
方
は
、
産
業
環
境

課
（
☎
２
４・４
６
４
７
）
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

※
注
射
料
が
変
更
に
な
っ
て
い
ま
す
の
で
、
ご
注

意
く
だ
さ
い
。

持
参
物

　

　
登
録
さ
れ
て
い
る
方
に
つい
て
は
、「
狂
犬
病
予

防
注
射
済
票
交
付
申
請
書
」
を
お
送
り
し
ま
す

の
で
、
そ
の
申
請
書
と
問
診
票
を
お
持
ち
く
だ

さ
い
。

対
象
年
齢
　
生
後
91
日
以
上
の
犬

料
金
（
１
頭
に
つ
き
）

▽
注
射
料
：
3
，1
0
0
円（
毎
年
必
要
）

▽
登
録
料
：
3
，0
0
0
円（
初
回
登
録
の
み
）

そ
の
他

　
飼
い
犬
が
死
亡
し
た
り
、
飼
い
主
の
住
所
を
変

更
し
た
場
合
は
、
産
業
環
境
課
ま
で
ご
連
絡
く

だ
さ
い
。

国民年金の
おはなし

軽
自
動
車
税
に
つ
い
て

気になる年金のこと。
もっと詳しく！！

住

　民

　課

　☎
2
4
・
5
1
1
1

村
内
無
料
電
話

　☎
7
2
4
・
5
1
1
1

廃車・名義変更等の手続き先や年税額
軽自動車等の
種類

小型特殊自動車

軽自動車（二輪）

軽自動車（三輪）

軽自動車
（四輪以上）

二輪小型自動車

排気量等の区分 年税
額（円） 手続き場所 手続きに必要なもの

原付第一種50cc以下

原付第二種乙51cc～90cc以下

原付第二種甲91cc～125cc以下

ミニカー
農耕作業用
（トラクター、コンバイン等）

その他（フォークリフト等）

126cc～250cc以下

660cc以下

営業用乗用車（660cc以下）

自家用乗用車（660cc以下）

営業用貨物車（660cc以下）

自家用貨物車（660cc以下）

250cc超～

1,000

1,200

1,600

2,500

1,600

4,700

2,400

3,100

5,500

7,200

3,000

4,000

4,000

住民課
☎24-5111
村内無料電話
☎721-5111

高知県軽自動車協会
高知市長浜3106番3
☎088-842-4311

四国運輸局
高知運輸支局
高知市大津1879番地1
☎050-5540-2077

○ナンバープレート
○印鑑
　※窓口に来た方の印鑑
　（認印可）

○ナンバープレート
○印鑑
　※名義変更時は新旧所
　　有者の印鑑
○住民票（3カ月以内）
　※廃車手続きは不要
○検査証（届出済証）
○自賠責保険証

国民年金保険料
の免除制度の申
請手続きを！

※手続き先により必要なものが異なる場合がありますので、事前に確認してください。
※個人で手続きができない場合は、車検を受けられている修理工場や軽自動車販売店が代行手続きを
行っている場合もありますので、事前にお問い合わせください。

原動機付自転車

消費税率（国・地方）の引き上げについて

消費税価格転嫁等総合相談センター　　専用ダイヤル　０５７０ー２００－１２３
【受付時間】平日9:00～17:00（平成26年3月･4月は土曜日も受付）
※お住まいの地域に応じて、以下の通話料金がかかります。
●固定電話：8.5円～80円/3分間、携帯電話：90円/3分間、公衆電話：30円～220円/3分間
ＨＰ上の専用フォーム　http://www.tenkasoudan.go.jp（24時間受付）

１ 消費税率（国・地方）が引き上げられます。

5％

消費税4％

地方消費税1％

8％

消費税6.3％

地方消費税1.7％

平成26年4月1日～
※地方消費税とは、国税である消費税と同様に、事業として行った商品の販売、サービスの提供等の国内取
引や外国貨物の引き取りに対して課税される都道府県税です。
※消費税率10％（消費税7.8％・地方消費税2.2％）への引き上げについては、改めて経済状況等を総合的に勘
案した検討を行います。

○消費税率（国・地方）の引き上げに当たって事業者の方々が円滑かつ適正に転嫁できるよう、転嫁、広告・宣
伝、価格表示、便乗値上げ等に関する相談窓口を設置しています。
　ご相談がある方は以下の相談窓口にお問い合わせください。

２ 引き上げ分の消費税収（国・地方）はすべて社会保障財源化されます。

３ 円滑かつ適正な転嫁にご理解とご協力をお願いします。

引
き
上
げ
分
の
消
費
税
収

全
額
を
社
会
保
障
財
源
化

財
政
健
全
化
に
一
定
の
寄
与

社会保障の充実
（待機児童の解消、医療介護サービスの充実など）

社会保障の安定化
年金国庫負担２分の１等

後代への負担の付け回しの軽減
消費税率引き上げに伴う社会保障支出の増

狂犬病予防注射の実施

万一に
備えた対策

4月 8 日（火）
4月 9 日（水）
4月20日（日）
5月11日（日）

9:00~15:00
9:00~11:30
9:20~12:00
9:20~12:00

加茂、本郷、沖名、下分の各所
能津地区の各所
岩目地消防屯所
役場北駐車場、小村集会所
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軽
自
動
車
税
は
、
毎
年
4
月
1
日
（
賦
課
期
日
）

現
在
に
日
高
村
内
に
定
置
場
が
あ
る
原
動
機
付
自

転
車
（
原
付
バ
イ
ク
）、
小
型
特
殊
自
動
車
、
軽
自

動
車
お
よ
び
2
輪
の
小
型
自
動
車
を
所
有
し
て
い

る
方（
所
有
権
留
保
つ
き
売
買
の
場
合
は
使
用
者
。）

に
か
か
る
税
金
で
す
。
軽
自
動
車
税
に
は
、
普
通

自
動
車
税
の
よ
う
な
「
月
割
課
税
制
度
」
は
あ
り

ま
せ
ん
の
で
、
年
度
の
途
中
で
譲
渡
や
廃
車
を
さ

れ
て
も
税
金
の
還
付（
払
い
戻
し
）は
あ
り
ま
せ
ん
。

ま
た
、
4
月
2
日
以
降

に
取
得
さ
れ
た
場
合
は
、

そ
の
年
度
の
税
金
は
か

か
り
ま
せ
ん
。

　
下
記
の
よ
う
に
毎
年

4
月
1
日
現
在
の
所
有

者
に
軽
自
動
車
税
を
課

税
し
ま
す
の
で
、
次
に

該
当
す
る
方
は
、
3
月

末
日
ま
で
に
廃
車
お
よ

び
名
義
変
更
等
の
手
続

き
を
早
め
に
下
記
の
関

係
機
関
で
行
っ
て
く
だ

さ
い
。

●
ナ
ン
バ
ー
プ
レ
ー
ト

の
付
い
た
使
用
不
能

な
バ
イ
ク
や
軽
自
動

車
等
を
持
っ
て
い
る

方
。

●
本
人
名
義
の
ま
ま
バ

イ
ク
や
軽
自
動
車
等

を
他
人
に
譲
っ
た
方
。

●
バ
イ
ク
が
盗
難
に

あ
っ
た
方
。

盗
難
の
場
合
は
、
事

前
に
警
察
に
届
け
出

て
処
理
番
号
を
控
え
て
お
い
て
く
だ
さ
い
。

●
バ
イ
ク
・
軽
自
動
車
等
の
所
有
者
の
住
所
（
車

両
の
定
置
場
）
が
変
わ
っ
た
場
合
。

●
個
人
同
士
の
バ
イ
ク
や
軽
自
動
車
等
の
売
買
。

　
3
月
31
日
ま
で
に
廃
車
や
名
義
変
更
等
の
手
続

き
を
し
て
い
た
だ
か
な
い
と
、
手
続
き
前
の
所
有

者
（
名
義
人
）
に
引
き
続
い
て
課
税
さ
れ
、
年
税

額
を
納
め
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
す
の
で
、

ご
注
意
く
だ
さ
い
。

くらしの情報 Information お問い合わせはこちらまで
イン
フォ

メー
ショ
ン

役場（本庁）
住民課 ☎24-5111
出納室 ☎24-5111
健康福祉課 ☎24-5112
国保（給付） ☎24-5112
総務課 ☎24-5113
建設課 ☎24-5114
教育委員会 ☎24-5115

議会事務局 ☎24-7777
包括支援センター ☎24-5197

出先機関
産業環境課 ☎24-4647
子ども支援室 ☎24-4411
保健センター ☎24-5001
下分ふれあいプラザ ☎24-5440

本郷ふれあいプラザ ☎24-4136
能津出張所 ☎24-5141

☎　村内無料電話
　「24」の前に「7」をつけて発信し
てください。
　ただし、利用するには、IP告知端
末と電話機の接続が必要です。

　
国
民
年
金
に
は
、
経
済
的
な
理
由
な
ど
で
保

険
料
を
納
め
る
こ
と
が
困
難
な
場
合
、
申
請
を
し

て
承
認
さ
れ
る
と
、
保
険
料
の
納
付
が
免
除
さ
れ

る
申
請
免
除
制
度
が
あ
り
ま
す
。

　
申
請
免
除
制
度
に
は
、
保
険
料
の
全
額
が
免

除
さ
れ
る
全
額
免
除
と
、
保
険
料
の
一
部
を
納

付
し
、
残
り
の
保
険
料
が
免
除
さ
れ
る
一
部
納

付
が
あ
り
ま
す
。
一
部
納
付
に
は
、
4
分
の
1

納
付
、
半
額
納
付
、
4
分
の
3
納
付
の
3
種
類

が
あ
り
ま
す
。

　
本
人
・
配
偶
者
・
世
帯
主
の
前
年
の
所
得
が

一
定
額
以
下
の
場
合
に
、
全
額
免
除
ま
た
は
一

部
納
付
が
承
認
さ
れ
ま
す
。

　
ま
た
、
退
職
（
失
業
）
を
理
由
と
し
た
特
例

免
除
制
度
も
あ
り
ま
す
。
特
例
免
除
は
、
申
請

す
る
年
度
ま
た
は
前
年
度
に
お
い
て
退
職（
失
業
）

の
事
実
が
あ
る
場
合
に
対
象
と
な
り
、
失
業
さ
れ

た
方
の
所
得
を
除
外
し
て
免
除
の
審
査
を
行
い
ま

す
。

　
申
請
窓
口
は
、
日
高
村
役
場
住
民
課
（
国
民

年
金
担
当
窓
口
）
で
す
。

　
右
記
日
程
に
て
実
施
し
ま
す
。
す
で
に
登
録

し
て
い
る
方
に
は
、
問
診
票
と
日
程
表
を
直
接
お

送
り
し
ま
す
が
、
未
登
録
の
方
は
、
産
業
環
境

課
（
☎
２
４・４
６
４
７
）
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

※
注
射
料
が
変
更
に
な
っ
て
い
ま
す
の
で
、
ご
注

意
く
だ
さ
い
。

持
参
物

　

　
登
録
さ
れ
て
い
る
方
に
つい
て
は
、「
狂
犬
病
予

防
注
射
済
票
交
付
申
請
書
」
を
お
送
り
し
ま
す

の
で
、
そ
の
申
請
書
と
問
診
票
を
お
持
ち
く
だ

さ
い
。

対
象
年
齢
　
生
後
91
日
以
上
の
犬

料
金
（
１
頭
に
つ
き
）

▽
注
射
料
：
3
，1
0
0
円（
毎
年
必
要
）

▽
登
録
料
：
3
，0
0
0
円（
初
回
登
録
の
み
）

そ
の
他

　
飼
い
犬
が
死
亡
し
た
り
、
飼
い
主
の
住
所
を
変

更
し
た
場
合
は
、
産
業
環
境
課
ま
で
ご
連
絡
く

だ
さ
い
。

国民年金の
おはなし

軽
自
動
車
税
に
つ
い
て

気になる年金のこと。
もっと詳しく！！

住

　民

　課

　☎
2
4
・
5
1
1
1

村
内
無
料
電
話

　☎
7
2
4
・
5
1
1
1

廃車・名義変更等の手続き先や年税額
軽自動車等の
種類

小型特殊自動車

軽自動車（二輪）

軽自動車（三輪）

軽自動車
（四輪以上）

二輪小型自動車

排気量等の区分 年税
額（円） 手続き場所 手続きに必要なもの

原付第一種50cc以下

原付第二種乙51cc～90cc以下

原付第二種甲91cc～125cc以下

ミニカー
農耕作業用
（トラクター、コンバイン等）

その他（フォークリフト等）

126cc～250cc以下

660cc以下

営業用乗用車（660cc以下）

自家用乗用車（660cc以下）

営業用貨物車（660cc以下）

自家用貨物車（660cc以下）

250cc超～

1,000

1,200

1,600

2,500

1,600

4,700

2,400

3,100

5,500

7,200

3,000

4,000

4,000

住民課
☎24-5111
村内無料電話
☎721-5111

高知県軽自動車協会
高知市長浜3106番3
☎088-842-4311

四国運輸局
高知運輸支局
高知市大津1879番地1
☎050-5540-2077

○ナンバープレート
○印鑑
　※窓口に来た方の印鑑
　（認印可）

○ナンバープレート
○印鑑
　※名義変更時は新旧所
　　有者の印鑑
○住民票（3カ月以内）
　※廃車手続きは不要
○検査証（届出済証）
○自賠責保険証

国民年金保険料
の免除制度の申
請手続きを！

※手続き先により必要なものが異なる場合がありますので、事前に確認してください。
※個人で手続きができない場合は、車検を受けられている修理工場や軽自動車販売店が代行手続きを
行っている場合もありますので、事前にお問い合わせください。

原動機付自転車

消費税率（国・地方）の引き上げについて

消費税価格転嫁等総合相談センター　　専用ダイヤル　０５７０ー２００－１２３
【受付時間】平日9:00～17:00（平成26年3月･4月は土曜日も受付）
※お住まいの地域に応じて、以下の通話料金がかかります。
●固定電話：8.5円～80円/3分間、携帯電話：90円/3分間、公衆電話：30円～220円/3分間
ＨＰ上の専用フォーム　http://www.tenkasoudan.go.jp（24時間受付）

１ 消費税率（国・地方）が引き上げられます。

5％

消費税4％

地方消費税1％

8％

消費税6.3％

地方消費税1.7％

平成26年4月1日～
※地方消費税とは、国税である消費税と同様に、事業として行った商品の販売、サービスの提供等の国内取
引や外国貨物の引き取りに対して課税される都道府県税です。
※消費税率10％（消費税7.8％・地方消費税2.2％）への引き上げについては、改めて経済状況等を総合的に勘
案した検討を行います。

○消費税率（国・地方）の引き上げに当たって事業者の方々が円滑かつ適正に転嫁できるよう、転嫁、広告・宣
伝、価格表示、便乗値上げ等に関する相談窓口を設置しています。
　ご相談がある方は以下の相談窓口にお問い合わせください。

２ 引き上げ分の消費税収（国・地方）はすべて社会保障財源化されます。

３ 円滑かつ適正な転嫁にご理解とご協力をお願いします。

引
き
上
げ
分
の
消
費
税
収

全
額
を
社
会
保
障
財
源
化

財
政
健
全
化
に
一
定
の
寄
与

社会保障の充実
（待機児童の解消、医療介護サービスの充実など）

社会保障の安定化
年金国庫負担２分の１等

後代への負担の付け回しの軽減
消費税率引き上げに伴う社会保障支出の増

狂犬病予防注射の実施

万一に
備えた対策

4月 8 日（火）
4月 9 日（水）
4月20日（日）
5月11日（日）

9:00~15:00
9:00~11:30
9:20~12:00
9:20~12:00

加茂、本郷、沖名、下分の各所
能津地区の各所
岩目地消防屯所
役場北駐車場、小村集会所
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日高村食生活推進協議会
　日高村食生活改善推進協議会（日高村ヘル
スメイト）は、「私たちの健康は私たちの手で」
をスローガンに、食生活の改善を中心に、広
く健康増進につながる活動を行っています。
　親子で料理を実施したり、忙しい子育て世
代向けの簡単調理メニュー、栄養・運動不足
を解消するための高齢者への「ロコモ予防調
理教室」といった具合に、1 年間を通じて様々
な料理教室などを実施しております。
　特に、1 日 350 グラムの野菜摂取の必要性を訴える活動には力を入れており、
店頭での野菜重量当てクイズなどを通じて、野菜を摂取することで、コレステ
ロールの吸収や食後の血糖値の上昇抑制、便秘や動脈硬化の予防など生活習慣
病の予防に役立つことなどを紹介しています。
　今後も、様々な世代への食生活改善推進活動を通じて、村民の健康意識の向上を図りたいと考えております。

募集対象
日高村に本籍または住所を有する、学生または生徒のう
ち、経済的理由によって進学が困難な方。
基準世帯収入例
1 人世帯 239 万円以下、2 人世帯 313 万円以下、3 人
世帯 386 万円以下
※母子家庭等には収入基準額の加算制度もあります。
受付期間
　4月 1日（火）～15 日（火）
貸付金額（月額）4カ月ごとに交付

提出書類
　①申請書
　②収入証明書（所得のある家族全員の証明）
　③在学証明書または合格通知書
　④住民票（同一世帯全員分）
　⑤国県等の日高村以外の奨学金を受けている方は証明
書を提出
※在学中継続して奨学金を希望される場合も、毎年申請
は必要です。
※申請後、審査のうえ5月中旬ごろに通知します。
奨学金の返済
　卒業の月の１カ月後より各期間内にて返還いただきます。
期間は金額により異なりますので、お問い合わせください。

活動しています

日下保育園年長児

加茂保育園年長児

様々な世代向けの料理教室を開催

＊麻しん・風しん予防接種（２期）・二種混合Ⅱ期の接種期限が迫っています＊
　まだ接種されてない方は早めに接種を受けましょう。

平成24年度の対象者

接種期間

小学校就学前の1年（年長）
平成19年4月2日～
平成20年4月1日　生まれ
平成25年4月1日～
平成26年3月31日

麻しん・風しん混合予防接種（2期）

＊麻しんは大変感染力が強く、集団感染を防ぐために多くの大
学や専門学校の入学時に、麻しん予防接種を 2 回接種して
いる証明書の提示を求められるようになりました。今回の接種
機会をのがさないように早めに受けておきましょう。

＊病院を受診される時は、予診票を持参してください。
＊定期予防接種の予診票は、すでに個別通知をしています。
＊転入された方、予診票をお持ちでない方は日高村保健センターまでご連絡ください。

平成25年度の対象者

接種期間

小学校6年生）
平成13年4月2日～
平成14年4月1日　生まれ

13歳誕生日の前々日まで

二種混合Ⅱ期

＊乳幼児期に接種した三種混合の追加（ジフテリア・破傷風）
です。確実に免疫をつくるためにも、早めに接種をお願いし
ます。

教育委員会　☎24-5115
村内無料　☎725-5115

日高村保健センター ☎ 24-5001
村内無料　☎ 724-5001予防接種のご案内

平成26年度
日高村奨学金貸付のご案内

高 等 学 校
専 修 学 校
大学、短期大学

15,000 円
30,000 円
50,000 円

3月は自殺対策強化月間
全国の自殺者数は平成10年以降、3万人を超えて推移していました。ここ数年は3万人を下回っていますが、依然
として高知県の自殺率は全国でも上位となっています。
自殺は、個人の自由な意思や選択の結果と思われがちですが、実際には、倒産、失業、多重責務等の経済・生活問題
のほか病気の悩み等の健康問題、介護や看病疲れ等の家庭問題など、様々な要因が複雑に関係して心理的に追い詰
められた末の死と言えます。
自殺という悲しい結末から一人でも多くの人を救うためには、すべての人が家族や友人など周囲の人々の変化
に敏感になり、その悩みに寄り添うことが必要です。大切な人を自殺から守るために、みんなで一緒に考えましょ
う。

自殺のサイン（自殺予防の十カ条）

こころの悩み相談窓口

こころの相談日

①うつ病の症状がある
②原因不明の身体の不調が長引く
③酒量が増す
④安全や健康が保てない
⑤仕事の負担が急に増える、大きな失敗をする、職を失う

⑥職場や家庭でサポートが得られない
⑦本人にとって価値のあるものを失う
⑧重病の身体の病気にかかる
⑨自殺を口にする
⑩自殺未遂におよぶ

自殺のサインを数多く認める場合は、自殺の危険が迫っています。
早い段階で専門家に相談しましょう。

～ 心配なことがある時は、
　　　　早めにご相談ください ～

相談窓口
高知県
自殺予防情報センター

高知いのちの電話

中央西福祉保健所
高知県立精神保健福祉センター

高知県立消費生活センター

日高村役場　健康福祉課
日高村保健センター

電話番号

☎088-821-4506

☎088-824-6300

☎0889-22-1240
☎088-821-4966

☎088-824-0999

☎0889-24-5197
☎0889-24-5001

受付時間
月～金（年末年始・祝日除く）
8：30～17：00
毎日（年末年始を除く）
9：00～21：00
※毎月10日は午前8時から24時間対応
月～金（年末年始・祝日除く）
8：30～17：15
土、祝日、年末年始を除く
9：00～16：45
月～金（年末年始・祝日を除く）
8：30～17：15

平成26年3月1日（土）～31日（月）

してほしいこと

◆ 真剣に耳を傾ける
◆ 相手の立場を尊重し、誠実な態度をとる
◆ 相手の感情を理解するように努める
◆ 沈黙の時間にも耐える
◆ 専門的な治療を受けるように働きかける

してはならないこと

◆ 話を遮ったり、そらしたりする
◆ 忙しいと話を聴かない
◆ 質問攻めにする
◆ 批判的な態度をとる。世間の常識を押しつける
◆ 干渉的になり、あいまいな助言を与えようとする
◆ 過度に保護的になる
◆ 安易な励ましをする

自殺を打ち明け
られたら……

　ストレスがたまってなんだかやる気がでない、気持ちがすっきりしないなど、病院に行くほどで
はないけれど、誰かに相談したい方はいらっしゃいませんか？　ご本人はもちろんですが、ご本人
が相談に来られない場合はご家族の方の相談もお受けしています。必要であれば医師と訪問もして
います。お気軽にご相談ください。
　プライバシ－に配慮し、秘密は厳守します。相談は無料です。

● 日　時 ● 平成26年3月19日（水）午後2時～5時
● 場　所 ● 日高村保健センター
● 医　師 ● 橋村　金重先生（清和病院　精神科医）

★予約制となっておりますので、相談ご希望
の方は保健センタ－までご連絡ください。
　☎0889-24-5001
　（日高村保健センター）
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日高村食生活推進協議会
　日高村食生活改善推進協議会（日高村ヘル
スメイト）は、「私たちの健康は私たちの手で」
をスローガンに、食生活の改善を中心に、広
く健康増進につながる活動を行っています。
　親子で料理を実施したり、忙しい子育て世
代向けの簡単調理メニュー、栄養・運動不足
を解消するための高齢者への「ロコモ予防調
理教室」といった具合に、1 年間を通じて様々
な料理教室などを実施しております。
　特に、1 日 350 グラムの野菜摂取の必要性を訴える活動には力を入れており、
店頭での野菜重量当てクイズなどを通じて、野菜を摂取することで、コレステ
ロールの吸収や食後の血糖値の上昇抑制、便秘や動脈硬化の予防など生活習慣
病の予防に役立つことなどを紹介しています。
　今後も、様々な世代への食生活改善推進活動を通じて、村民の健康意識の向上を図りたいと考えております。

募集対象
日高村に本籍または住所を有する、学生または生徒のう
ち、経済的理由によって進学が困難な方。
基準世帯収入例
1 人世帯 239 万円以下、2 人世帯 313 万円以下、3 人
世帯 386 万円以下
※母子家庭等には収入基準額の加算制度もあります。
受付期間
　4月 1日（火）～15 日（火）
貸付金額（月額）4カ月ごとに交付

提出書類
　①申請書
　②収入証明書（所得のある家族全員の証明）
　③在学証明書または合格通知書
　④住民票（同一世帯全員分）
　⑤国県等の日高村以外の奨学金を受けている方は証明
書を提出
※在学中継続して奨学金を希望される場合も、毎年申請
は必要です。
※申請後、審査のうえ5月中旬ごろに通知します。
奨学金の返済
　卒業の月の１カ月後より各期間内にて返還いただきます。
期間は金額により異なりますので、お問い合わせください。

活動しています

日下保育園年長児

加茂保育園年長児

様々な世代向けの料理教室を開催

＊麻しん・風しん予防接種（２期）・二種混合Ⅱ期の接種期限が迫っています＊
　まだ接種されてない方は早めに接種を受けましょう。

平成24年度の対象者

接種期間

小学校就学前の1年（年長）
平成19年4月2日～
平成20年4月1日　生まれ
平成25年4月1日～
平成26年3月31日

麻しん・風しん混合予防接種（2期）

＊麻しんは大変感染力が強く、集団感染を防ぐために多くの大
学や専門学校の入学時に、麻しん予防接種を 2 回接種して
いる証明書の提示を求められるようになりました。今回の接種
機会をのがさないように早めに受けておきましょう。

＊病院を受診される時は、予診票を持参してください。
＊定期予防接種の予診票は、すでに個別通知をしています。
＊転入された方、予診票をお持ちでない方は日高村保健センターまでご連絡ください。

平成25年度の対象者

接種期間

小学校6年生）
平成13年4月2日～
平成14年4月1日　生まれ

13歳誕生日の前々日まで

二種混合Ⅱ期

＊乳幼児期に接種した三種混合の追加（ジフテリア・破傷風）
です。確実に免疫をつくるためにも、早めに接種をお願いし
ます。

教育委員会　☎24-5115
村内無料　☎725-5115

日高村保健センター ☎ 24-5001
村内無料　☎ 724-5001予防接種のご案内

平成26年度
日高村奨学金貸付のご案内

高 等 学 校
専 修 学 校
大学、短期大学

15,000 円
30,000 円
50,000 円

3月は自殺対策強化月間
全国の自殺者数は平成10年以降、3万人を超えて推移していました。ここ数年は3万人を下回っていますが、依然
として高知県の自殺率は全国でも上位となっています。
自殺は、個人の自由な意思や選択の結果と思われがちですが、実際には、倒産、失業、多重責務等の経済・生活問題
のほか病気の悩み等の健康問題、介護や看病疲れ等の家庭問題など、様々な要因が複雑に関係して心理的に追い詰
められた末の死と言えます。
自殺という悲しい結末から一人でも多くの人を救うためには、すべての人が家族や友人など周囲の人々の変化
に敏感になり、その悩みに寄り添うことが必要です。大切な人を自殺から守るために、みんなで一緒に考えましょ
う。

自殺のサイン（自殺予防の十カ条）

こころの悩み相談窓口

こころの相談日

①うつ病の症状がある
②原因不明の身体の不調が長引く
③酒量が増す
④安全や健康が保てない
⑤仕事の負担が急に増える、大きな失敗をする、職を失う

⑥職場や家庭でサポートが得られない
⑦本人にとって価値のあるものを失う
⑧重病の身体の病気にかかる
⑨自殺を口にする
⑩自殺未遂におよぶ

自殺のサインを数多く認める場合は、自殺の危険が迫っています。
早い段階で専門家に相談しましょう。

～ 心配なことがある時は、
　　　　早めにご相談ください ～

相談窓口
高知県
自殺予防情報センター

高知いのちの電話

中央西福祉保健所
高知県立精神保健福祉センター

高知県立消費生活センター

日高村役場　健康福祉課
日高村保健センター

電話番号

☎088-821-4506

☎088-824-6300

☎0889-22-1240
☎088-821-4966

☎088-824-0999

☎0889-24-5197
☎0889-24-5001

受付時間
月～金（年末年始・祝日除く）
8：30～17：00
毎日（年末年始を除く）
9：00～21：00
※毎月10日は午前8時から24時間対応
月～金（年末年始・祝日除く）
8：30～17：15
土、祝日、年末年始を除く
9：00～16：45
月～金（年末年始・祝日を除く）
8：30～17：15

平成26年3月1日（土）～31日（月）

してほしいこと

◆ 真剣に耳を傾ける
◆ 相手の立場を尊重し、誠実な態度をとる
◆ 相手の感情を理解するように努める
◆ 沈黙の時間にも耐える
◆ 専門的な治療を受けるように働きかける

してはならないこと

◆ 話を遮ったり、そらしたりする
◆ 忙しいと話を聴かない
◆ 質問攻めにする
◆ 批判的な態度をとる。世間の常識を押しつける
◆ 干渉的になり、あいまいな助言を与えようとする
◆ 過度に保護的になる
◆ 安易な励ましをする

自殺を打ち明け
られたら……

　ストレスがたまってなんだかやる気がでない、気持ちがすっきりしないなど、病院に行くほどで
はないけれど、誰かに相談したい方はいらっしゃいませんか？　ご本人はもちろんですが、ご本人
が相談に来られない場合はご家族の方の相談もお受けしています。必要であれば医師と訪問もして
います。お気軽にご相談ください。
　プライバシ－に配慮し、秘密は厳守します。相談は無料です。

● 日　時 ● 平成26年3月19日（水）午後2時～5時
● 場　所 ● 日高村保健センター
● 医　師 ● 橋村　金重先生（清和病院　精神科医）

★予約制となっておりますので、相談ご希望
の方は保健センタ－までご連絡ください。
　☎0889-24-5001
　（日高村保健センター）
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『地域とともにある学校づくり』
第17話

を目指して…
平成25年度コミュニティ・スクール　研究発表会開催

■発表会後のアンケート調査の感想（一部抜粋）

教育委員会　☎２４－５１１５　村内無料☎７２４－５１１５　ＦＡＸ ２０－１５７２

　平成26年1月28日（火）に、平成24・25年度の2年間の「コミュ
ニティ・スクール（学校運営協議会制度）の推進への取り組み」
について、日高中・日下小両校の研究発表が行われました。
　始めに、日下小学校5年生による「隠し田」の披露が行われま
した。学校・家庭・地域の協力を体現した劇になり、参加者
は子どもたちの迫真の演技に見入っていました。
　次に各校の担当者から、コミュニティ・スクー
ル立ち上げまでの経緯、また今後の課題について
事例を上げながら説明が行われました。その後、
高知大学の内田純一教授から、考え方・視野を広
げてくれる講評をいただきました。
　最後に、昨年も来ていただいたコミュニティ・
スクールマイスターであられる岸裕司氏から、講
評を含めた講演をしていただきました。

　研究発表のアンケートの内容を、一部ですが紹介させていただきます。
●アトラクション（隠し田）では
・大変素晴らしかった。日高村に（勤務）住んでいるが、初めて参観す
ることができ良かった。
・地域のサポートが感じられた。地域の歴史を地域の方がちゃんと伝え
ていることに感激した。
・地域の方の指導のもと、学校の児童・教員・保護者が協力した作品で
あり、ふるさと教育としても提案できる内容だった。勉強になりまし
た。

●研究発表・講評では
・具体的な取り組みが聞けて良かった。参考にさせてもらいたい事例が
たくさんあった。

・先生方や地域の人等いろいろな人が来られていて有意義な会だった
と思う。
・内田先生からの「やる気づくり」「学びづくり」「人間関係づくり」が大
切だということと、学校現場で意識して取り組む必要がある。

●講演では
・基本的な考え方や制度論を入れてもらい良かった。外してはいけな
い考え方や道筋を示してもらえた。
・スクラップ＆ビルドの考え方、非常に大事なことだと思った。
・学校と地域の連携の重要性について大変参考になりました。全国の
多くの事例を伺うことができた。

皆さんからのご質問やご意見もお待ちしております。どうぞ、お気軽にご連絡ください。

↑会場の様子

←「隠し田」劇
　の様子

コミュニティ・スクールマイスター
岸裕司氏

高知大学
内田純一教授

▶ 4月号は日下小学校です

だより学校だより学校 だより学校

日高中学校

キャリア教育講演会

　
本
校
で
は
、
キ
ャ
リ
ア
教

育
の
一
環
で
、
様
々
な
分
野

で
活
躍
さ
れ
て
い
る
方
々

（
先
輩
を
含
む
）
を
お
呼
び

し
て
お
話
を
聞
く
よ
う
に
し

て
い
ま
す
。
今
年
度
は
、「
新

国
立
劇
場
バ
レ
エ
ダ
ン
サ
ー

の
宇
賀
大
将
さ
ん
」
と
「
漫

画
家
の
く
さ
か
里
樹
さ
ん
」

を
招
い
て
、
全
校
で
お
話
を

聞
き
ま
し
た
。

　
7
月
16
日

（
火
）
の
午

後
、
日
高
中

学
校
体
育
館

に
高
知
市
春

野
町
出
身
の

宇
賀
大
将
さ

ん
を
講
師
に

迎
え
て
、
バ

レ
エ
ダ
ン

サ
ー
に
な
る

ま
で
の
お
話
や
自
ら
出
演
さ
れ
た
「
ド

ン
・
キ
ホ
ー
テ
」
を
視
聴
し
た
後
、
全

校
生
徒
も
一
緒
に
な
っ
て
エ
ク
サ
サ
イ

ズ
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

　
宇
賀
さ
ん
は
、
幼
少
か
ら
バ
レ
エ
を

習
う
傍
ら
春
野
中
学
校
で
は
陸
上
部
に

所
属
し
、
そ
の
時
の
顧
問
が
鈴
木
教
諭

だ
っ
た
縁
で
こ
の
講
演
会
が
実
現
し
ま

し
た
。

☆
感
想

　「
自
分
が
や
り
た
い
と
思
う
こ
と
を
諦

め
ず
に
や
る
こ
と
が
大
切
だ
と
い
う
こ

と
が
分
か
り
ま
し
た
。
私
も
自
分
の
夢

を
諦
め
な
い
よ
う
に
し
た
い
で
す
。
エ

ク
サ
サ
イ
ズ
で
は
筋
肉
が
固
ま
っ
て
い

て
、
痛
い
と
こ
ろ
も
あ
っ
た
け
ど
楽
し

か
っ
た
で
す
。」（
1
年
女
子
）

　「
あ
た
り
前
の
こ
と
、
小
さ
な
こ
と
を

丁
寧
に
行
う
こ
と
が
夢
を
目
指
す
の
に

は
大
事
な
こ
と
だ
、
と
僕
は
思
い
ま
し

た
。
夢
は
な
か
っ
た
み
た
い
で
す
け
ど

宇
賀
さ
ん
の
今
ま
で
の
行
い
が
僕
の
夢

を
目
指
す
手
が
か
り
に
な
り
ま
し
た
。」

（
1
年
男
子
）

　「
自
分
の
人
生
に
は
色
々
な
進
み
方
が

あ
る
ん
だ
な
と
思
っ
た
。
自
分
も
夢
が

叶
え
ら
れ
る
よ
う
に
努
力
し
て
頑
張
り

た
い
と
思
い
ま
し
た
。
努
力
に
は
い
ろ

ん
な
や
り
方
が
あ
る
と
思
う
の
で
、
自

分
の
や
り
方
で
進
ん
で
い
き
た
い
と
思

い
ま
し
た
。」（
2
年
男
子
）

　「
ケ
ガ
を
し
た
時
に
何
も
で
き
な
い
と

考
え
る
ん
じ
ゃ
な
く
て
他
に
何
が
で
き

る
ん
だ
ろ
う
と
考
え
、一
生
懸
命
頑
張
っ

て
い
る
の
は
す
ご
い
と
思
い
ま
し
た
。

色
々
な
人
と
の
出
会
い
を
大
切
に
し
て

こ
れ
か
ら
の
将
来
の
夢
を
決
め
て
い
き

た
い
で
す
。
踊
っ
て
い
る
姿
が
と
て
も

か
っ
こ
良
か
っ
た
で
す
。」（
3
年
女
子
）

　
12
月
13
日

（
金
）
の
午
後
、

中
学
校
体
育
館

に
日
高
村
出
身

の
く
さ
か
里
樹

さ
ん
を
講
師
に

迎
え
て
、
お
話

を
聞
き
ま
し

た
。
く
さ
か
さ

ん
は
、
高
知
市

内
の
授
産
施
設
に
職
員
と
し
て
勤
務
さ

れ
た
後
、
1
9
8
0
年
「
別
冊
少
女
コ

ミ
ッ
ク
」
に
て
「
ひ
と
つ
ち
が
い
の
さ

し
す
せ
そ
」
で
漫
画
家
デ
ビ
ュ
ー
さ
れ

ま
し
た
。「
後
輩
に
伝
え
た
い
こ
と
」

と
題
し
て
、
熱
く
語
っ
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。

☆
感
想

「
チ
ャ
ン
ス
を
活
か
す
こ
と
が
夢
に
近

づ
く
き
っ
か
け
と
な
る
。
な
り
た
い
と

思
っ
た
ら
そ
の
夢
を
あ
き
ら
め
ず
に
頑

張
る
。他
人
と
比
較
す
る
の
で
は
な
く
、

あ
り
の
ま
ま
の
自
分
を
受
け
入
れ
る
。

こ
れ
か
ら
も
真
剣
に
進
路
の
こ
と
に
つ

い
て
考
え
て
い
き
た
い
。」（
2
年
女
子
）

　「
高
齢
者
も
同
じ
人
間
で
、体
が
弱
っ

た
り
、
認
知
症
に
な
っ
て
も
思
う
感
情

は
変
わ
ら
な
い
と
い
う
こ
と
を
覚
え
て

お
き
た
い
と
思
い
ま
し
た
。」（
2
年
女

子
）

　「
自
分
と
人
を
比
べ
た
り
せ
ず
に
、

あ
り
の
ま
ま
の
自
分
で
い
る
こ
と
が
い

い
。
失
敗
し
て
も
あ
き
ら
め
ず
に
チ
ャ

レ
ン
ジ
し
て
い
く
こ
と
が
大
切
。
高
齢

者
だ
っ
て
僕
た
ち
と
同
じ
よ
う
に
色
々

な
こ
と
を
思
っ
て
い
る
か
ら
、
そ
の
人

の
気
持
ち
を
大
事
に
し
て
あ
げ
た
い
。」

（
2
年
男
子
）

高
知
出
身
の

バ
レ
エ
ダ
ン
サ
ー
来
校
！

よ
う
こ
そ
先
輩
！

漫
画
家
・
く
さ
か
里
樹
さ

ん
来
校
！
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『地域とともにある学校づくり』
第17話

を目指して…
平成25年度コミュニティ・スクール　研究発表会開催

■発表会後のアンケート調査の感想（一部抜粋）

教育委員会　☎２４－５１１５　村内無料☎７２４－５１１５　ＦＡＸ ２０－１５７２

　平成26年1月28日（火）に、平成24・25年度の2年間の「コミュ
ニティ・スクール（学校運営協議会制度）の推進への取り組み」
について、日高中・日下小両校の研究発表が行われました。
　始めに、日下小学校5年生による「隠し田」の披露が行われま
した。学校・家庭・地域の協力を体現した劇になり、参加者
は子どもたちの迫真の演技に見入っていました。
　次に各校の担当者から、コミュニティ・スクー
ル立ち上げまでの経緯、また今後の課題について
事例を上げながら説明が行われました。その後、
高知大学の内田純一教授から、考え方・視野を広
げてくれる講評をいただきました。
　最後に、昨年も来ていただいたコミュニティ・
スクールマイスターであられる岸裕司氏から、講
評を含めた講演をしていただきました。

　研究発表のアンケートの内容を、一部ですが紹介させていただきます。
●アトラクション（隠し田）では
・大変素晴らしかった。日高村に（勤務）住んでいるが、初めて参観す
ることができ良かった。
・地域のサポートが感じられた。地域の歴史を地域の方がちゃんと伝え
ていることに感激した。
・地域の方の指導のもと、学校の児童・教員・保護者が協力した作品で
あり、ふるさと教育としても提案できる内容だった。勉強になりまし
た。

●研究発表・講評では
・具体的な取り組みが聞けて良かった。参考にさせてもらいたい事例が
たくさんあった。

・先生方や地域の人等いろいろな人が来られていて有意義な会だった
と思う。
・内田先生からの「やる気づくり」「学びづくり」「人間関係づくり」が大
切だということと、学校現場で意識して取り組む必要がある。

●講演では
・基本的な考え方や制度論を入れてもらい良かった。外してはいけな
い考え方や道筋を示してもらえた。
・スクラップ＆ビルドの考え方、非常に大事なことだと思った。
・学校と地域の連携の重要性について大変参考になりました。全国の
多くの事例を伺うことができた。

皆さんからのご質問やご意見もお待ちしております。どうぞ、お気軽にご連絡ください。

↑会場の様子

←「隠し田」劇
　の様子

コミュニティ・スクールマイスター
岸裕司氏

高知大学
内田純一教授

▶ 4月号は日下小学校です

だより学校だより学校 だより学校

日高中学校

キャリア教育講演会

　
本
校
で
は
、
キ
ャ
リ
ア
教

育
の
一
環
で
、
様
々
な
分
野

で
活
躍
さ
れ
て
い
る
方
々

（
先
輩
を
含
む
）
を
お
呼
び

し
て
お
話
を
聞
く
よ
う
に
し

て
い
ま
す
。
今
年
度
は
、「
新

国
立
劇
場
バ
レ
エ
ダ
ン
サ
ー

の
宇
賀
大
将
さ
ん
」
と
「
漫

画
家
の
く
さ
か
里
樹
さ
ん
」

を
招
い
て
、
全
校
で
お
話
を

聞
き
ま
し
た
。

　
7
月
16
日

（
火
）
の
午

後
、
日
高
中

学
校
体
育
館

に
高
知
市
春

野
町
出
身
の

宇
賀
大
将
さ

ん
を
講
師
に

迎
え
て
、
バ

レ
エ
ダ
ン

サ
ー
に
な
る

ま
で
の
お
話
や
自
ら
出
演
さ
れ
た
「
ド

ン
・
キ
ホ
ー
テ
」
を
視
聴
し
た
後
、
全

校
生
徒
も
一
緒
に
な
っ
て
エ
ク
サ
サ
イ

ズ
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

　
宇
賀
さ
ん
は
、
幼
少
か
ら
バ
レ
エ
を

習
う
傍
ら
春
野
中
学
校
で
は
陸
上
部
に

所
属
し
、
そ
の
時
の
顧
問
が
鈴
木
教
諭

だ
っ
た
縁
で
こ
の
講
演
会
が
実
現
し
ま

し
た
。

☆
感
想

　「
自
分
が
や
り
た
い
と
思
う
こ
と
を
諦

め
ず
に
や
る
こ
と
が
大
切
だ
と
い
う
こ

と
が
分
か
り
ま
し
た
。
私
も
自
分
の
夢

を
諦
め
な
い
よ
う
に
し
た
い
で
す
。
エ

ク
サ
サ
イ
ズ
で
は
筋
肉
が
固
ま
っ
て
い

て
、
痛
い
と
こ
ろ
も
あ
っ
た
け
ど
楽
し

か
っ
た
で
す
。」（
1
年
女
子
）

　「
あ
た
り
前
の
こ
と
、
小
さ
な
こ
と
を

丁
寧
に
行
う
こ
と
が
夢
を
目
指
す
の
に

は
大
事
な
こ
と
だ
、
と
僕
は
思
い
ま
し

た
。
夢
は
な
か
っ
た
み
た
い
で
す
け
ど

宇
賀
さ
ん
の
今
ま
で
の
行
い
が
僕
の
夢

を
目
指
す
手
が
か
り
に
な
り
ま
し
た
。」

（
1
年
男
子
）

　「
自
分
の
人
生
に
は
色
々
な
進
み
方
が

あ
る
ん
だ
な
と
思
っ
た
。
自
分
も
夢
が

叶
え
ら
れ
る
よ
う
に
努
力
し
て
頑
張
り

た
い
と
思
い
ま
し
た
。
努
力
に
は
い
ろ

ん
な
や
り
方
が
あ
る
と
思
う
の
で
、
自

分
の
や
り
方
で
進
ん
で
い
き
た
い
と
思

い
ま
し
た
。」（
2
年
男
子
）

　「
ケ
ガ
を
し
た
時
に
何
も
で
き
な
い
と

考
え
る
ん
じ
ゃ
な
く
て
他
に
何
が
で
き

る
ん
だ
ろ
う
と
考
え
、一
生
懸
命
頑
張
っ

て
い
る
の
は
す
ご
い
と
思
い
ま
し
た
。

色
々
な
人
と
の
出
会
い
を
大
切
に
し
て

こ
れ
か
ら
の
将
来
の
夢
を
決
め
て
い
き

た
い
で
す
。
踊
っ
て
い
る
姿
が
と
て
も

か
っ
こ
良
か
っ
た
で
す
。」（
3
年
女
子
）

　
12
月
13
日

（
金
）
の
午
後
、

中
学
校
体
育
館

に
日
高
村
出
身

の
く
さ
か
里
樹

さ
ん
を
講
師
に

迎
え
て
、
お
話

を
聞
き
ま
し

た
。
く
さ
か
さ

ん
は
、
高
知
市

内
の
授
産
施
設
に
職
員
と
し
て
勤
務
さ

れ
た
後
、
1
9
8
0
年
「
別
冊
少
女
コ

ミ
ッ
ク
」
に
て
「
ひ
と
つ
ち
が
い
の
さ

し
す
せ
そ
」
で
漫
画
家
デ
ビ
ュ
ー
さ
れ

ま
し
た
。「
後
輩
に
伝
え
た
い
こ
と
」

と
題
し
て
、
熱
く
語
っ
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。

☆
感
想

「
チ
ャ
ン
ス
を
活
か
す
こ
と
が
夢
に
近

づ
く
き
っ
か
け
と
な
る
。
な
り
た
い
と

思
っ
た
ら
そ
の
夢
を
あ
き
ら
め
ず
に
頑

張
る
。他
人
と
比
較
す
る
の
で
は
な
く
、

あ
り
の
ま
ま
の
自
分
を
受
け
入
れ
る
。

こ
れ
か
ら
も
真
剣
に
進
路
の
こ
と
に
つ

い
て
考
え
て
い
き
た
い
。」（
2
年
女
子
）

　「
高
齢
者
も
同
じ
人
間
で
、体
が
弱
っ

た
り
、
認
知
症
に
な
っ
て
も
思
う
感
情

は
変
わ
ら
な
い
と
い
う
こ
と
を
覚
え
て

お
き
た
い
と
思
い
ま
し
た
。」（
2
年
女

子
）

　「
自
分
と
人
を
比
べ
た
り
せ
ず
に
、

あ
り
の
ま
ま
の
自
分
で
い
る
こ
と
が
い

い
。
失
敗
し
て
も
あ
き
ら
め
ず
に
チ
ャ

レ
ン
ジ
し
て
い
く
こ
と
が
大
切
。
高
齢

者
だ
っ
て
僕
た
ち
と
同
じ
よ
う
に
色
々

な
こ
と
を
思
っ
て
い
る
か
ら
、
そ
の
人

の
気
持
ち
を
大
事
に
し
て
あ
げ
た
い
。」

（
2
年
男
子
）

高
知
出
身
の

バ
レ
エ
ダ
ン
サ
ー
来
校
！

よ
う
こ
そ
先
輩
！

漫
画
家
・
く
さ
か
里
樹
さ

ん
来
校
！
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試
験
日
　

▽
第
1
次
試
験

　
6
月
8
日
（
日
）

▽
第
2
次
試
験

　
7
月
15
日
（
火
）
〜
17
日
（
木
）

受
付
期
間

▽
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

　
4
月
1
日
（
火
）
〜
４
月
14
日

（
月
）

▽
郵
送
ま
た
は
持
参

　
4
月
1
日
（
火
）・
4
月
2
日

（
水
）

試
験
区
分

１
　
矯
正
心
理
専
門
職

２
　
法
務
教
官

３
　
法
務
教
官
（
社
会
人
）

４
　
保
護
観
察
官

 

高
知
少
年
鑑
別
所
庶
務
課

 

☎
０
８
８
・
８
７
２
・
９
２
８
３

　
日
高
村
で
は
各
種
統
計
調
査
に

ご
協
力
い
た
だ
け
る
統
計
調
査
員

を
募
集
し
ま
す
。
統
計
調
査
に
興

味
や
理
解
を
お
持
ち
の
方
の
応
募

を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

▽
統
計
調
査
員
と
は

　
調
査
票
の
配
布
・
記
入
依
頼
、

調
査
票
の
回
収
・
点
検
の
基
本
的

な
こ
と
を
行
い
、
担
当
受
持
ち
数

に
応
じ
た
報
酬
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

調
査
員
任
命
期
間
中
は
総
務
大
臣

等
や
都
道
府
県
知
事
か
ら
任
命
さ

れ
る
公
務
員
と
な
り
ま
す
。

▽
調
査
員
の
要
件

　
20
歳
以
上
で
、
日
高
村
に
住
所

を
有
し
、
責
任
を
持
っ
て
調
査
事

務
を
遂
行
で
き
る
方
、
秘
密
保
持

の
原
則
を
守
れ
る
方
、
税
務
・
警

察
等
の
業
務
に
従
事
し
て
お
ら
ず
、

選
挙
に
直
接
関
係
の
な
い
方
。

▽
応
募
方
法

　
申
込
書
を
日
高
村
役
場
総
務
課

に
置
い
て
あ
り
ま
す
の
で
、
必
要
事

項
を
記
入
の
上
応
募
く
だ
さ
い
。

▽
募
集
の
統
計
調
査

１
　
経
済
セ
ン
サ
ス
基
礎
調
査
（
平

成
26
年
６
月
）

２
　
工
業
統
計
調
査
（
平
成
26
年

12
月
）

３
　
2
0
1
5
年
農
林
業
セ
ン
サ
ス

（
平
成
27
年
2
月
）

 

総
務
課

　
　☎
２
４
・
５
１
１
３

 

村
内
無
料
☎
７
２
４
・
５
１
１
３

　
村
民
の
皆
さ
ん
が
健
全
な
食
生

活
で
健
康
維
持
が
で
き
る
よ
う
、

管
理
栄
養
士
に
よ
る
栄
養
相
談
会

を
行
い
ま
す
。
相
談
会
で
は
、
子

ど
も
の
食
事
や
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド

ロ
ー
ム
に
よ
る
食
生
活
改
善
な
ど
、

日
々
の
食
事
に
つ
い
て
の
お
悩
み
に

管
理
栄
養
士
が
お
答
え
し
ま
す
。

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

日

　
　時
　
3
月
14
日
（
金
）

場

　
　所

　
日
高
村
保
健
セ
ン
タ
ー

時

　
　間

　
13
時
30
分
〜
16
時
（
要
予
約
）

※
相
談
を
希
望
さ
れ
る
方
は
6
日

ま
で
に
保
健
セ
ン
タ
ー
ま
で
ご
連
絡

く
だ
さ
い
。
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
に
配
慮

し
、
秘
密
は
厳
守
い
た
し
ま
す
。

 

保
健
セ
ン
タ
ー 

☎
２
４
・
５
０
０
１

 

村
内
無
料 
☎
７
２
４
・
５
０
０
１

　
行
政
相
談
員
の
中
村
宏
一
さ
ん

が
、
左
記
の
仕
事
に
つ
い
て
住
民
の

皆
さ
ま
か
ら
の
苦
情
や
意
見
・
要

望
等
を
受
け
、
そ
の
解
決
や
実
現

の
お
手
伝
い
を
し
て
い
ま
す
。

▽
例
え
ば

　
①
年
金
の
こ
と
を
聞
き
た
い

　
②
標
識
が
分
か
り
づ
ら
い

　
③
公
共
施
設
を
利
用
し
づ
ら
い

日

　
　時

　
3
月
14
日
（
金
）

　
13
時
〜
15
時

場

　
　所

　
日
高
村
社
会
福
祉
セ
ン
タ
ー
　

　
行
政
相
談
委
員
　
中
村
宏
一

※
人
権
擁
護
委
員
に
よ
る
人
権
相

談
も
あ
り
ま
す
。

 

総
務
課

　
　☎
２
４
・
５
１
１
３

 

村
内
無
料
☎
７
２
４
・
５
１
１
３

　
福
祉
サ
ー
ビ
ス
で
悩
ん
だ
り
、困
っ

た
り
し
て
い
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん

か
？

　
各
種
社
会
福
祉
施
設
（
老
人

ホ
ー
ム
や
保
育
所
等
）
や
ホ
ー
ム
ヘ

ル
プ
サ
ー
ビ
ス
と
いっ
た
福
祉
サ
ー
ビ

ス
利
用
に
お
い
て
の
疑
問
や
悩
み
ご

と
等
の
困
り
ご
と
は
、
そ
の
事
業
者

と
の
話
し
合
い
で
の
解
決
が
望
ま
れ

ま
す
。

　
し
か
し
、
話
し
合
い
だ
け
で
は
解

決
し
な
か
っ
た
り
、
直
接
話
す
こ
と

に
少
し
抵
抗
を
感
じ
た
り
す
る
場

合
も
あ
る
と
思
い
ま
す
。

　
そ
の
よ
う
な
時
に
は
「
福
祉
サ
ー

ビ
ス
困
り
ご
と
解
決
委
員
会
」
に
ご

相
談
く
だ
さ
い
。
秘
密
厳
守
で
対

応
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　
相
談
は
無
料
で
、
受
付
は
年
末

年
始
を
除
い
た
平
日
の
午
前
９
時
か

ら
午
後
４
時
ま
で
。

●
引
き
取
り
日

日

　
　時

3
月
4
日
（
火
）、
11
日
（
火
）、

24
日
（
月
）

▽
受
付
時
間

　
8
時
30
分
〜
9
時
30
分

※
処
理
手
続
き
の
都
合
上
、
前
日

16
時
ま
で
に
産
業
環
境
課
ま
で
連

絡
を
お
願
い
し
ま
す
。

産
業
環
境
課
☎
２
４
・
４
６
４
７

村
内
無
料
☎
７
２
４
・
４
６
４
７

●
譲
渡
会

日

　
　時

　
3
月
21
日
（
金
・
祝
）

場

　
　所

　
中
央
小
動
物
管
理
セ
ン
タ
ー

　
高
知
市
孕
東
町
56
–
2

中
央
小
動
物
管
理
セ
ン
タ
ー

☎
０
８
８
・
８
３
１
・
７
９
３
９

長
く
て
強
い
揺
れ

　
最
大
ク
ラ
ス
の
地
震
が
発
生
す
る

と
、
高
知
県
全
域
は
強
い
揺
れ
に

襲
わ
れ
、
26
市
町
村
が
最
大
で
震

度
7
に
、
残
り
8
市
町
村
で
も
震

度
6
強
に
な
る
と
想
定
し
て
い
ま

す
。

　
東
日
本
大
震
災
の
震
源
域
は
、

す
べ
て
海
域
で
し
た
が
、
南
海
ト
ラ

フ
地
震
の
想
定
震
源
域
は
陸
域
に

も
か
か
っ
て
お
り
、
高
知
県
も
こ
の

中
に
含
ま
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
た
め

揺
れ
が
大
き
く
な
り
ま
す
。

早
く
て
高
い
津
波

　
高
知
県
で
は
、
1
メ
ー
ト
ル
の
津

波
が
地
震
の
発
生
か
ら
早
い
と
こ
ろ

で
は
、
3
分
で
海
岸
線
に
押
し
寄

せ
ま
す
。
ま
た
、
浦
ノ
内
湾
や
浦

戸
湾
の
奥
な
ど
一
部
を
除
く
す
べ

て
の
海
岸
線
で
、
津
波
の
最
大
の
高

さ
が
10
メ
ー
ト
ル
を
超
え
る
と
想
定

し
て
い
ま
す
。

長
期
浸
水

　
地
震
が
発
生
す
る
と
、
高
知
県

内
の
13
市
町
村
で
は
地
盤
の
変
動
に

よ
り
、
標
高
の
低
い
土
地
が
地
面
よ

り
低
く
な
り
、
長
期
に
わ
た
っ
て
浸

水
す
る
お
そ
れ
が
あ
り
ま
す
。

　
特
に
高
知
市
に
お
い
て
は
、
地
震

発
生
時
に
約
1.5
メ
ー
ト
ル
地
盤
が
沈

降
す
る
た
め
、
様
々
な
都
市
機
能

が
集
中
す
る
中
心
市
街
地
の
約
280

 

ha
が
長
期
に
浸
水
す
る
ほ
か
、
宿

毛
市
に
お
い
て
も
同
様
に
、
約
2.4

メ
ー
ト
ル
地
盤
が
沈
降
し
、
市
の
中

心
部
の
約
559 

ha
が
長
期
に
浸
水
す

る
と
想
定
し
て
い
ま
す
。

▽
い
の
警
察
署
は
土
佐
警
察
署
と
統

合
し
、
い
の
町
・
日
高
村
・
土

佐
市
は
土
佐
市
高
岡
町
に
あ
る

土
佐
警
察
署
の
管
轄
に
な
り
ま

す
。

▽
現
在
の
、
い
の
警
察
署
は
「
土
佐

警
察
署
い
の
警
察
庁
舎
」
と
し

て
運
用
し
、
今
ま
で
ど
お
り
事

件
事
故
の
届
け
出
受
理
や
行
政

サ
ー
ビ
ス
を
行
い
ま
す
の
で
お
気

軽
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。※
電
話

番
号
に
変
更
ご
ざ
い

ま
せ
ん
。

▽
い
の
警
察
署
管
内
の

「
上
八
川
駐
在
所
」

は
「
吾
北
駐
在
所
」

に
、「
長
沢
駐
在
所
」

は
「
本
川
駐
在
所
」

に
名
称
変
更
し
ま

す
。

▽
ま
た
、
高
知
市
内
の

東
部
と
嶺
北
地
区
を

管
轄
す
る
「
高
知
東

警
察
署
」
が
高
知
市

大
津
に
新
設
さ
れ
ま

す
。
本
山
警
察
署
は
「
高
知
東

警
察
署
本
山
警
察
庁
舎
」
な
り

ま
す
。

▽
ご
不
明
な
点
は
、
い
の
警
察
署
ま

で
お
願
い
し
ま
す
。

法
務
省
専
門
職
員

（
人
間
科
学
）採
用
試
験

平
成
26
年
度

 

統
計
調
査
員
の
募
集

福
祉
サ
ー
ビ
ス
に

　
　

 

つ
い
て
の
相
談

募

　
集

3
月
の
行
政
相
談

栄
養
相
談
会

相

　
談

３
月
の
犬
の
引
き
取
り
・

譲
渡
会 そ

の

他

い
の
署
よ
り

☎
0
8
8
・
8
9
3
・
1
2
3
4

４
月
１
日
か
ら

高
知
県
警
察
が
新
し
く

生
ま
れ
変
わ
り
ま
す
!!

高
知
県
運
営
適
正
化
委
員
会（
福

祉
サ
ー
ビ
ス
困
り
ご
と
解
決
委

員
会
）

☎
０
８
８
・
８
０
２
・
２
６
１
１

臨時職員とは
　村の行政事務を臨時的に補助していただ
く方を名簿に登録しておき、必要な業務に応
じて雇用するものです。登録は必ずしも雇用
をお約束するものではありませんが、意欲のあ
る方の応募をお待ちしています。

募集職種・日額
一般事務補助　　　
　日額　6,700円
　（ワード・エクセルが使える方）
准看護師　　　　　
　日額　8,000円
図書館司書　　　　
　日額　8,000円
栄養士　　　　　　
　日額　9,100円
正看護師　　　　　
　日額　10,000円
保健師　　　　　　
　日額  10,000円
ケアマネージャー　
　日額　10,000円

応募方法
　履歴書に写真を貼付し、総務課へ提出し
てください。一般事務補助以外の方は資格を
証明する書類も提出してください。

受付期間
　平成26年3月3日（月）から随時

登録の有効期間
　平成26年4月1日～平成27年3月31日
　（有効期間1カ年）

南
海
ト
ラ
フ
地
震
を
知
ろ
う
！

〜
最
大
ク
ラ
ス
の

　南
海
ト
ラ
フ
地
震
の
特
徴
〜

日高村
臨時職員
登録者を募集

高知県行政区画図（警察署）

【問い合わせ先】
総務課　☎２４・５１１３
村内無料　☎７２４・５１１３
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試
験
日
　

▽
第
1
次
試
験

　
6
月
8
日
（
日
）

▽
第
2
次
試
験

　
7
月
15
日
（
火
）
〜
17
日
（
木
）

受
付
期
間

▽
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

　
4
月
1
日
（
火
）
〜
４
月
14
日

（
月
）

▽
郵
送
ま
た
は
持
参

　
4
月
1
日
（
火
）・
4
月
2
日

（
水
）

試
験
区
分

１
　
矯
正
心
理
専
門
職

２
　
法
務
教
官

３
　
法
務
教
官
（
社
会
人
）

４
　
保
護
観
察
官

 

高
知
少
年
鑑
別
所
庶
務
課

 

☎
０
８
８
・
８
７
２
・
９
２
８
３

　
日
高
村
で
は
各
種
統
計
調
査
に

ご
協
力
い
た
だ
け
る
統
計
調
査
員

を
募
集
し
ま
す
。
統
計
調
査
に
興

味
や
理
解
を
お
持
ち
の
方
の
応
募

を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

▽
統
計
調
査
員
と
は

　
調
査
票
の
配
布
・
記
入
依
頼
、

調
査
票
の
回
収
・
点
検
の
基
本
的

な
こ
と
を
行
い
、
担
当
受
持
ち
数

に
応
じ
た
報
酬
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

調
査
員
任
命
期
間
中
は
総
務
大
臣

等
や
都
道
府
県
知
事
か
ら
任
命
さ

れ
る
公
務
員
と
な
り
ま
す
。

▽
調
査
員
の
要
件

　
20
歳
以
上
で
、
日
高
村
に
住
所

を
有
し
、
責
任
を
持
っ
て
調
査
事

務
を
遂
行
で
き
る
方
、
秘
密
保
持

の
原
則
を
守
れ
る
方
、
税
務
・
警

察
等
の
業
務
に
従
事
し
て
お
ら
ず
、

選
挙
に
直
接
関
係
の
な
い
方
。

▽
応
募
方
法

　
申
込
書
を
日
高
村
役
場
総
務
課

に
置
い
て
あ
り
ま
す
の
で
、
必
要
事

項
を
記
入
の
上
応
募
く
だ
さ
い
。

▽
募
集
の
統
計
調
査

１
　
経
済
セ
ン
サ
ス
基
礎
調
査
（
平

成
26
年
６
月
）

２
　
工
業
統
計
調
査
（
平
成
26
年

12
月
）

３
　
2
0
1
5
年
農
林
業
セ
ン
サ
ス

（
平
成
27
年
2
月
）

 

総
務
課

　
　☎
２
４
・
５
１
１
３

 

村
内
無
料
☎
７
２
４
・
５
１
１
３

　
村
民
の
皆
さ
ん
が
健
全
な
食
生

活
で
健
康
維
持
が
で
き
る
よ
う
、

管
理
栄
養
士
に
よ
る
栄
養
相
談
会

を
行
い
ま
す
。
相
談
会
で
は
、
子

ど
も
の
食
事
や
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド

ロ
ー
ム
に
よ
る
食
生
活
改
善
な
ど
、

日
々
の
食
事
に
つ
い
て
の
お
悩
み
に

管
理
栄
養
士
が
お
答
え
し
ま
す
。

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

日

　
　時
　
3
月
14
日
（
金
）

場

　
　所

　
日
高
村
保
健
セ
ン
タ
ー

時

　
　間

　
13
時
30
分
〜
16
時
（
要
予
約
）

※
相
談
を
希
望
さ
れ
る
方
は
6
日

ま
で
に
保
健
セ
ン
タ
ー
ま
で
ご
連
絡

く
だ
さ
い
。
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
に
配
慮

し
、
秘
密
は
厳
守
い
た
し
ま
す
。

 

保
健
セ
ン
タ
ー 

☎
２
４
・
５
０
０
１

 

村
内
無
料 

☎
７
２
４
・
５
０
０
１

　
行
政
相
談
員
の
中
村
宏
一
さ
ん

が
、
左
記
の
仕
事
に
つ
い
て
住
民
の

皆
さ
ま
か
ら
の
苦
情
や
意
見
・
要

望
等
を
受
け
、
そ
の
解
決
や
実
現

の
お
手
伝
い
を
し
て
い
ま
す
。

▽
例
え
ば

　
①
年
金
の
こ
と
を
聞
き
た
い

　
②
標
識
が
分
か
り
づ
ら
い

　
③
公
共
施
設
を
利
用
し
づ
ら
い

日

　
　時

　
3
月
14
日
（
金
）

　
13
時
〜
15
時

場

　
　所

　
日
高
村
社
会
福
祉
セ
ン
タ
ー
　

　
行
政
相
談
委
員
　
中
村
宏
一

※
人
権
擁
護
委
員
に
よ
る
人
権
相

談
も
あ
り
ま
す
。

 

総
務
課

　
　☎
２
４
・
５
１
１
３

 

村
内
無
料
☎
７
２
４
・
５
１
１
３

　
福
祉
サ
ー
ビ
ス
で
悩
ん
だ
り
、困
っ

た
り
し
て
い
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん

か
？

　
各
種
社
会
福
祉
施
設
（
老
人

ホ
ー
ム
や
保
育
所
等
）
や
ホ
ー
ム
ヘ

ル
プ
サ
ー
ビ
ス
と
いっ
た
福
祉
サ
ー
ビ

ス
利
用
に
お
い
て
の
疑
問
や
悩
み
ご

と
等
の
困
り
ご
と
は
、
そ
の
事
業
者

と
の
話
し
合
い
で
の
解
決
が
望
ま
れ

ま
す
。

　
し
か
し
、
話
し
合
い
だ
け
で
は
解

決
し
な
か
っ
た
り
、
直
接
話
す
こ
と

に
少
し
抵
抗
を
感
じ
た
り
す
る
場

合
も
あ
る
と
思
い
ま
す
。

　
そ
の
よ
う
な
時
に
は
「
福
祉
サ
ー

ビ
ス
困
り
ご
と
解
決
委
員
会
」
に
ご

相
談
く
だ
さ
い
。
秘
密
厳
守
で
対

応
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　
相
談
は
無
料
で
、
受
付
は
年
末

年
始
を
除
い
た
平
日
の
午
前
９
時
か

ら
午
後
４
時
ま
で
。

●
引
き
取
り
日

日

　
　時

3
月
4
日
（
火
）、
11
日
（
火
）、

24
日
（
月
）

▽
受
付
時
間

　
8
時
30
分
〜
9
時
30
分

※
処
理
手
続
き
の
都
合
上
、
前
日

16
時
ま
で
に
産
業
環
境
課
ま
で
連

絡
を
お
願
い
し
ま
す
。

産
業
環
境
課
☎
２
４
・
４
６
４
７

村
内
無
料
☎
７
２
４
・
４
６
４
７

●
譲
渡
会

日

　
　時

　
3
月
21
日
（
金
・
祝
）

場

　
　所

　
中
央
小
動
物
管
理
セ
ン
タ
ー

　
高
知
市
孕
東
町
56
–
2

中
央
小
動
物
管
理
セ
ン
タ
ー

☎
０
８
８
・
８
３
１
・
７
９
３
９

長
く
て
強
い
揺
れ

　
最
大
ク
ラ
ス
の
地
震
が
発
生
す
る

と
、
高
知
県
全
域
は
強
い
揺
れ
に

襲
わ
れ
、
26
市
町
村
が
最
大
で
震

度
7
に
、
残
り
8
市
町
村
で
も
震

度
6
強
に
な
る
と
想
定
し
て
い
ま

す
。

　
東
日
本
大
震
災
の
震
源
域
は
、

す
べ
て
海
域
で
し
た
が
、
南
海
ト
ラ

フ
地
震
の
想
定
震
源
域
は
陸
域
に

も
か
か
っ
て
お
り
、
高
知
県
も
こ
の

中
に
含
ま
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
た
め

揺
れ
が
大
き
く
な
り
ま
す
。

早
く
て
高
い
津
波

　
高
知
県
で
は
、
1
メ
ー
ト
ル
の
津

波
が
地
震
の
発
生
か
ら
早
い
と
こ
ろ

で
は
、
3
分
で
海
岸
線
に
押
し
寄

せ
ま
す
。
ま
た
、
浦
ノ
内
湾
や
浦

戸
湾
の
奥
な
ど
一
部
を
除
く
す
べ

て
の
海
岸
線
で
、
津
波
の
最
大
の
高

さ
が
10
メ
ー
ト
ル
を
超
え
る
と
想
定

し
て
い
ま
す
。

長
期
浸
水

　
地
震
が
発
生
す
る
と
、
高
知
県

内
の
13
市
町
村
で
は
地
盤
の
変
動
に

よ
り
、
標
高
の
低
い
土
地
が
地
面
よ

り
低
く
な
り
、
長
期
に
わ
た
っ
て
浸

水
す
る
お
そ
れ
が
あ
り
ま
す
。

　
特
に
高
知
市
に
お
い
て
は
、
地
震

発
生
時
に
約
1.5
メ
ー
ト
ル
地
盤
が
沈

降
す
る
た
め
、
様
々
な
都
市
機
能

が
集
中
す
る
中
心
市
街
地
の
約
280

 

ha
が
長
期
に
浸
水
す
る
ほ
か
、
宿

毛
市
に
お
い
て
も
同
様
に
、
約
2.4

メ
ー
ト
ル
地
盤
が
沈
降
し
、
市
の
中

心
部
の
約
559 

ha
が
長
期
に
浸
水
す

る
と
想
定
し
て
い
ま
す
。

▽
い
の
警
察
署
は
土
佐
警
察
署
と
統

合
し
、
い
の
町
・
日
高
村
・
土

佐
市
は
土
佐
市
高
岡
町
に
あ
る

土
佐
警
察
署
の
管
轄
に
な
り
ま

す
。

▽
現
在
の
、
い
の
警
察
署
は
「
土
佐

警
察
署
い
の
警
察
庁
舎
」
と
し

て
運
用
し
、
今
ま
で
ど
お
り
事

件
事
故
の
届
け
出
受
理
や
行
政

サ
ー
ビ
ス
を
行
い
ま
す
の
で
お
気

軽
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。※
電
話

番
号
に
変
更
ご
ざ
い

ま
せ
ん
。

▽
い
の
警
察
署
管
内
の

「
上
八
川
駐
在
所
」

は
「
吾
北
駐
在
所
」

に
、「
長
沢
駐
在
所
」

は
「
本
川
駐
在
所
」

に
名
称
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し
ま

す
。

▽
ま
た
、
高
知
市
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の
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嶺
北
地
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高
知
東
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察
署
」
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知
市

大
津
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さ
れ
ま

す
。
本
山
警
察
署
は
「
高
知
東

警
察
署
本
山
警
察
庁
舎
」
な
り

ま
す
。

▽
ご
不
明
な
点
は
、
い
の
警
察
署
ま

で
お
願
い
し
ま
す
。

法
務
省
専
門
職
員

（
人
間
科
学
）採
用
試
験

平
成
26
年
度

 

統
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祉
サ
ー
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談
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集

3
月
の
行
政
相
談

栄
養
相
談
会

相

　
談

３
月
の
犬
の
引
き
取
り
・

譲
渡
会 そ

の

他

い
の
署
よ
り

☎
0
8
8
・
8
9
3
・
1
2
3
4

４
月
１
日
か
ら

高
知
県
警
察
が
新
し
く

生
ま
れ
変
わ
り
ま
す
!!

高
知
県
運
営
適
正
化
委
員
会（
福

祉
サ
ー
ビ
ス
困
り
ご
と
解
決
委

員
会
）

☎
０
８
８
・
８
０
２
・
２
６
１
１

臨時職員とは
　村の行政事務を臨時的に補助していただ
く方を名簿に登録しておき、必要な業務に応
じて雇用するものです。登録は必ずしも雇用
をお約束するものではありませんが、意欲のあ
る方の応募をお待ちしています。

募集職種・日額
一般事務補助　　　
　日額　6,700円
　（ワード・エクセルが使える方）
准看護師　　　　　
　日額　8,000円
図書館司書　　　　
　日額　8,000円
栄養士　　　　　　
　日額　9,100円
正看護師　　　　　
　日額　10,000円
保健師　　　　　　
　日額  10,000円
ケアマネージャー　
　日額　10,000円

応募方法
　履歴書に写真を貼付し、総務課へ提出し
てください。一般事務補助以外の方は資格を
証明する書類も提出してください。

受付期間
　平成26年3月3日（月）から随時

登録の有効期間
　平成26年4月1日～平成27年3月31日
　（有効期間1カ年）

南
海
ト
ラ
フ
地
震
を
知
ろ
う
！

〜
最
大
ク
ラ
ス
の

　南
海
ト
ラ
フ
地
震
の
特
徴
〜

日高村
臨時職員
登録者を募集

高知県行政区画図（警察署）

【問い合わせ先】
総務課　☎２４・５１１３
村内無料　☎７２４・５１１３
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〜
橋
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　今年、日高村は60周年を迎えます。昭和
29年10月15日に日下村・能津村・加茂村の
一部が合併し誕生しました。
　村では、60周年記念としてイベントを予
定しています。決まり次第、広報紙やHP
などでお知らせしますので、村民のみなさ
まのご参加をお待ちしています。60周年の
節目の年を一緒に盛り上げましょう！

Vo.6日高村 60周年

みなさんからの情報をお待ちしています。役場・総務課までお寄せください。☎24―5113

　
2
0
2
0
年
夏
季
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の

開
催
地
が
東
京
に
決
ま
っ
た
。
前
回
の

投
票
時
に
は
関
心
も
そ
れ
ほ
ど
高
く
な

か
っ
た
の
が
、
数
字
上
で
の
支
持
率
も

あ
っ
と
い
う
間
に
向
上
し
た
。

　
先
日
行
わ
れ
た
東
京
都
知
事
選
挙
で

も
、
候
補
者
の
多
く
は
「
東
京
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
の
成
功
」
を
公
約
に
掲
げ
た
。

前
回
の
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
開
催
時
に

整
備
さ
れ
た
社
会
資
本
は
老
朽
化
が
進

み
、
今
回
の
開
催
決
定
を
機
に
多
く
が

再
整
備
さ
れ
る
と
い
う
。
結
果

的
に
、
民
意
に
よ
っ
て
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
開
催
と
そ
れ
に
伴
う
生

活
基
盤
の
改
善
と
い
う
大
き
な

結
果
を
も
た
ら
し
た
こ
と
は
疑

う
余
地
も
な
い
。

　
し
か
し
、
一
方
で
気
に
な
る

動
き
も
あ
る
。

　
米
軍
普
天
間
基
地
の
名
護
市

辺
野
古
へ
の
移
設
が
最
大
の
争

点
と
な
っ
た
1
月
の
名
護
市
長

選
。
投
開
票
の
結
果
、
移
設
反

対
を
訴
え
た
現
職
市
長
が
再
選
を
果
た

し
、
移
設
を
進
め
る
政
府
、
沖
縄
県
知

事
の
方
針
は
地
元
の
同
意
を
得
ら
れ
な

い
結
果
と
な
っ
た
。
生
活
の
場
で
あ
り
、

移
設
に
関
す
る
許
認
可
権
限
を
地
元
が

持
つ
以
上
、
市
民
の
民
意
は
最
大
限
に

尊
重
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
。

　
と
こ
ろ
が
、
結
果
を
受
け
て
す
ぐ
に

政
府
は
「
名
護
市
長
の
権
限
は
限
定
的

だ
」
と
の
見
解
を
示
し
、
選
挙
の
結
果

に
よ
ら
ず
辺
野
古
へ
の
移
設
早
期
着
工

に
向
け
作
業
を
進
め
る
と
い
う
。
そ
う

な
る
と
、
移
設
の
賛
否
を
問
う
た
選
挙

の
結
果
や
民
意
は
、
一
体
ど
の
よ
う
に

反
映
さ
れ
る
の
だ
ろ
う
か
。

　
誰
が
「
間
違
っ
て
い
る
」
な
ど
の
論

点
で
は
な
く
、
お
互
い
の
意
見
に
相
違

が
あ
る
限
り
、
そ
こ
に
膝
を
突
き
合
わ

せ
て
十
分
議
論
を
尽
く
し
た
の
か
ど
う

か
が
大
切
で
は
な
い
か
。
地
方
分
権
を

進
め
る
行
政
改
革
の
流
れ
か
ら
す
る

と
、「
民
意
と
は
？
」
と
思
っ
て
し
ま
う
。

　
昨
年
末
に
成
立
・
公
布
さ
れ
た
特
定

秘
密
保
護
法
に
関
し
て
は
、
そ
の
過
程

の
中
で
「
○
○
時
間
も
議
論
し
た
か
ら

十
分
だ
」
と
い
う
声
が
聞
か

れ
た
。

　
ま
た
、
今
回
の
東
京
都
知

事
選
の
期
間
中
、
国
営
ラ
ジ

オ
の
番
組
で
原
子
力
発
電
の

再
稼
働
に
つ
い
て
の
問
題
を

取
り
上
げ
よ
う
と
し
た
大
学

教
授
が
「
有
権
者
の
投
票
行

動
に
影
響
を
与
え
る
」
と
の

理
由
で
テ
ー
マ
の
変
更
を
求

め
ら
れ
、
番
組
を
降
板
す
る

と
い
う
出
来
事
も
あ
っ
た
。

　
民
主
主
義
の
中
で
は
、
様
々
な
情
報

を
得
て
総
合
的
に
判
断
し
、
個
人
の
意

見
を
形
成
し
て
い
く
も
の
で
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
は
ず
で
あ
る
。
操
作
さ
れ
る

「
民
意
」
で
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
と
思

う
の
だ
が
…
。

　
参
考
ま
で
に
、
今
回
の
東
京
都
知
事

選
は
雪
の
影
響
も
あ
っ
て
か
、
投
票
率

は
46
・
14
％
で
あ
っ
た
。
一
方
、
名
護

市
長
選
は
76
・
71
％
。
民
意
の
反
映
さ

れ
る
「
積
極
的
な
民
主
主
義
」
を
目
指

し
て
い
く
べ
き
だ
と
思
う
。

（
山
）

大手・搦手
大手門、裏門にちなんで編集委員が
随想・評論など述べるコーナーです。

おお　  て　　　  からめ　  て

「
民
意
」

昭和41年役場新庁舎（現庁舎）完成まで
使用されていた旧日下村役場

　３月５日 ( 水 ) ～１１日 ( 火 )は、蔵書点検のため、
休館させていただきます。ご迷惑をおかけしますが、ご協
力よろしくお願いします。休館中の本の返却は、玄関横
にある「返却ポスト」をご利用くださいませ。

蔵書点検にともなう休館のお知らせ

コスモス文庫通信
第178号　2014.3.1　日高村立図書館

月月 コスモス文庫通信 １月の入館者数 516人コスモス文庫通信33
集大成！「日下駅のおおイチョウ」
　３月３日はひな祭り。酒蔵ひなまつりにて、朗読クラ
ブが、好評を頂いています「日下駅のおおイチョウ」を
発表します。いよいよ集大成です。ぜひ、足をお運びく
ださいませ！

酒蔵ひなまつり　　場所：日高酒蔵ホール
日時：３月１日（土）・２日（日）
朗読クラブ出演時間：３月２日（日）10:30 ～

　１月に給湯室から出火を想定した避難訓練を行いまし
た。ご協力いただきました皆さま、ありがとうございました。
「日頃から備えを」毎日は無理でも、月に一度、年に一度
でも身近な人と考えることはとても大切です。また、頭で
考えるのと、映像や写真等で見てみるのも考え方が大きく
変わります。図書館にも災害に関する資料がありますので、
ぜひ一度ご覧くださいませ。

避難訓練、行いました避難訓練、行いました

3/ 8  (土)11時～11時30分　おはなしの森(朗読ひだか)
3/26 (水)16時～16時30分　おはなし会（日高読もう会）

マークのえいごでおはなし会は、未定
県立図書館バスはおやすみです

◆図書館利用案内◆
◎開館時間　１０時～１８時
◎休 館 日　月曜・祝日・最終日曜・年末年始
◎貸　　出　ひとり５冊まで、２週間
　日高村本郷１９２　　☎２０－１５３３
http://www.kochinet.ed.jp/hidaka-v/

★3月の予定

（一般書）「２０１４年本屋大賞ノミネート作品」
（児童書）「待ちどおしい春」

★3月の展示

一覧は「図書館回覧板」、教委ＨＰに掲載
「ジョン・マン４青雲編」山本一力／
「おやつ　アンソロジー」阿川佐和子／「昭和の犬」姫野カオルコ
「退屈のすすめ」五木寛之　ほか

来年度の県立図書館バスの予定は、来月以降、予定が
決まり次第、ご案内いたします。

★新着図書

自転車に新ルール！！ 平成25年

12月1日
施行

自転車が道路右側路側帯を通行することを禁止！
路側帯とは…歩道のない道路などで、歩行者が通行するために設置された、道路標示（白線）

によって区分された部分のことで、自転車も通行できます。

自転車の制動装置の検査等に関する規程が新設！
　適正なブレーキを備えていないため危険と認められる自転車が
運転されているとき、警察官は、その自転車を停止させ、ブレー
キについて検査でき、安全のため応急措置や運転の中止を命じる
ことができます。

右
側
に
あ
る
路
側
帯
を
通
行
す
る
と…

３
カ
月
以
下
の
懲
役
、

ま
た
は
５
万
円
以
下
の
罰
金

左側路側帯のなかでも

自転車が通行できる路側

※白の２本線で示された路側帯
は歩行者専用です。

自転車が通行
できない路側

これらの命令に
従わない場合には… 5万円以下の罰金
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本
は
老
朽
化
が
進

み
、
今
回
の
開
催
決
定
を
機
に
多
く
が

再
整
備
さ
れ
る
と
い
う
。
結
果

的
に
、
民
意
に
よ
っ
て
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
開
催
と
そ
れ
に
伴
う
生

活
基
盤
の
改
善
と
い
う
大
き
な

結
果
を
も
た
ら
し
た
こ
と
は
疑

う
余
地
も
な
い
。

　
し
か
し
、
一
方
で
気
に
な
る

動
き
も
あ
る
。

　
米
軍
普
天
間
基
地
の
名
護
市

辺
野
古
へ
の
移
設
が
最
大
の
争

点
と
な
っ
た
1
月
の
名
護
市
長

選
。
投
開
票
の
結
果
、
移
設
反

対
を
訴
え
た
現
職
市
長
が
再
選
を
果
た

し
、
移
設
を
進
め
る
政
府
、
沖
縄
県
知

事
の
方
針
は
地
元
の
同
意
を
得
ら
れ
な

い
結
果
と
な
っ
た
。
生
活
の
場
で
あ
り
、

移
設
に
関
す
る
許
認
可
権
限
を
地
元
が

持
つ
以
上
、
市
民
の
民
意
は
最
大
限
に

尊
重
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
。

　
と
こ
ろ
が
、
結
果
を
受
け
て
す
ぐ
に

政
府
は
「
名
護
市
長
の
権
限
は
限
定
的

だ
」
と
の
見
解
を
示
し
、
選
挙
の
結
果

に
よ
ら
ず
辺
野
古
へ
の
移
設
早
期
着
工

に
向
け
作
業
を
進
め
る
と
い
う
。
そ
う

な
る
と
、
移
設
の
賛
否
を
問
う
た
選
挙

の
結
果
や
民
意
は
、
一
体
ど
の
よ
う
に

反
映
さ
れ
る
の
だ
ろ
う
か
。

　
誰
が
「
間
違
っ
て
い
る
」
な
ど
の
論

点
で
は
な
く
、
お
互
い
の
意
見
に
相
違

が
あ
る
限
り
、
そ
こ
に
膝
を
突
き
合
わ

せ
て
十
分
議
論
を
尽
く
し
た
の
か
ど
う

か
が
大
切
で
は
な
い
か
。
地
方
分
権
を

進
め
る
行
政
改
革
の
流
れ
か
ら
す
る

と
、「
民
意
と
は
？
」
と
思
っ
て
し
ま
う
。

　
昨
年
末
に
成
立
・
公
布
さ
れ
た
特
定

秘
密
保
護
法
に
関
し
て
は
、
そ
の
過
程

の
中
で
「
○
○
時
間
も
議
論
し
た
か
ら

十
分
だ
」
と
い
う
声
が
聞
か

れ
た
。

　
ま
た
、
今
回
の
東
京
都
知

事
選
の
期
間
中
、
国
営
ラ
ジ

オ
の
番
組
で
原
子
力
発
電
の

再
稼
働
に
つ
い
て
の
問
題
を

取
り
上
げ
よ
う
と
し
た
大
学

教
授
が
「
有
権
者
の
投
票
行

動
に
影
響
を
与
え
る
」
と
の

理
由
で
テ
ー
マ
の
変
更
を
求

め
ら
れ
、
番
組
を
降
板
す
る

と
い
う
出
来
事
も
あ
っ
た
。

　
民
主
主
義
の
中
で
は
、
様
々
な
情
報

を
得
て
総
合
的
に
判
断
し
、
個
人
の
意

見
を
形
成
し
て
い
く
も
の
で
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
は
ず
で
あ
る
。
操
作
さ
れ
る

「
民
意
」
で
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
と
思

う
の
だ
が
…
。

　
参
考
ま
で
に
、
今
回
の
東
京
都
知
事

選
は
雪
の
影
響
も
あ
っ
て
か
、
投
票
率

は
46
・
14
％
で
あ
っ
た
。
一
方
、
名
護

市
長
選
は
76
・
71
％
。
民
意
の
反
映
さ

れ
る
「
積
極
的
な
民
主
主
義
」
を
目
指

し
て
い
く
べ
き
だ
と
思
う
。

（
山
）

大手・搦手
大手門、裏門にちなんで編集委員が
随想・評論など述べるコーナーです。

おお　  て　　　  からめ　  て

「
民
意
」

昭和41年役場新庁舎（現庁舎）完成まで
使用されていた旧日下村役場

　３月５日 ( 水 ) ～１１日 ( 火 )は、蔵書点検のため、
休館させていただきます。ご迷惑をおかけしますが、ご協
力よろしくお願いします。休館中の本の返却は、玄関横
にある「返却ポスト」をご利用くださいませ。

蔵書点検にともなう休館のお知らせ

コスモス文庫通信
第178号　2014.3.1　日高村立図書館

月月 コスモス文庫通信 １月の入館者数 516人コスモス文庫通信33
集大成！「日下駅のおおイチョウ」
　３月３日はひな祭り。酒蔵ひなまつりにて、朗読クラ
ブが、好評を頂いています「日下駅のおおイチョウ」を
発表します。いよいよ集大成です。ぜひ、足をお運びく
ださいませ！

酒蔵ひなまつり　　場所：日高酒蔵ホール
日時：３月１日（土）・２日（日）
朗読クラブ出演時間：３月２日（日）10:30 ～

　１月に給湯室から出火を想定した避難訓練を行いまし
た。ご協力いただきました皆さま、ありがとうございました。
「日頃から備えを」毎日は無理でも、月に一度、年に一度
でも身近な人と考えることはとても大切です。また、頭で
考えるのと、映像や写真等で見てみるのも考え方が大きく
変わります。図書館にも災害に関する資料がありますので、
ぜひ一度ご覧くださいませ。

避難訓練、行いました避難訓練、行いました

3/ 8  (土)11時～11時30分　おはなしの森(朗読ひだか)
3/26 (水)16時～16時30分　おはなし会（日高読もう会）

マークのえいごでおはなし会は、未定
県立図書館バスはおやすみです

◆図書館利用案内◆
◎開館時間　１０時～１８時
◎休 館 日　月曜・祝日・最終日曜・年末年始
◎貸　　出　ひとり５冊まで、２週間
　日高村本郷１９２　　☎２０－１５３３
http://www.kochinet.ed.jp/hidaka-v/

★3月の予定

（一般書）「２０１４年本屋大賞ノミネート作品」
（児童書）「待ちどおしい春」

★3月の展示

一覧は「図書館回覧板」、教委ＨＰに掲載
「ジョン・マン４青雲編」山本一力／
「おやつ　アンソロジー」阿川佐和子／「昭和の犬」姫野カオルコ
「退屈のすすめ」五木寛之　ほか

来年度の県立図書館バスの予定は、来月以降、予定が
決まり次第、ご案内いたします。

★新着図書

自転車に新ルール！！ 平成25年

12月1日
施行

自転車が道路右側路側帯を通行することを禁止！
路側帯とは…歩道のない道路などで、歩行者が通行するために設置された、道路標示（白線）

によって区分された部分のことで、自転車も通行できます。

自転車の制動装置の検査等に関する規程が新設！
　適正なブレーキを備えていないため危険と認められる自転車が
運転されているとき、警察官は、その自転車を停止させ、ブレー
キについて検査でき、安全のため応急措置や運転の中止を命じる
ことができます。

右
側
に
あ
る
路
側
帯
を
通
行
す
る
と…

３
カ
月
以
下
の
懲
役
、

ま
た
は
５
万
円
以
下
の
罰
金

左側路側帯のなかでも

自転車が通行できる路側

※白の２本線で示された路側帯
は歩行者専用です。

自転車が通行
できない路側

これらの命令に
従わない場合には… 5万円以下の罰金
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ミヤマカワトンボ第46回

　全長70～80mm、ハネを閉じて止まるトンボの中では日本一大きな種
類です。深山（みやま）という名前とは裏腹、むしろ低山地の川幅が広く日
当たり良好の清流に多く、森林に覆われた薄暗い渓流ではほとんど見ら
れません。というより、多く見られる河川でも、周辺の樹木が生長し周辺が
薄暗くなってくると姿を消してしまいます。腹部が金緑色に輝くオスが、赤
褐色のハネをゆったり開閉させながら清流のほとりにたたずんでいる、一
種神秘的な姿がネーミングの理由なのかもしれません。
　成虫は5月中旬～7月中旬を最盛期に、4月中旬から10月中旬にかけ
て見られ、未熟期から老熟期までずっと流れのそばで生活します。成熟し
たオスは流れ近くの石上や植物などに止まって「なわばり」を作り、しばし
ば♂同士の激しい争いも勃発します。メスが産卵にやってくると、オスはま
ず求愛ダンスと呼ばれる行動を見せ、そこから連結、交尾へと移行、交尾
が終わると大半のメスはオスの警護下ですぐに産卵を始めます。本種を
含むカワトンボ科やイトトンボ科のトンボでは潜水産卵もよく見られますが、
多くの個体が狭い範囲で活動している、ミヤマカワトンボでは他の個体か
らの干渉を避けるためか特に観察例が多く、その水深は約1メートル、潜
水時間も約1時間に達したなどという、大形種らしい？記録もあります。
　村内の代表的産地は渋川トンボ公園で、上述のように、樹木の過剰
繁茂で一時期減少していましたが、近年の整備作業が功を奏し、再び増
加に転じています。

広報ひだか

㈳トンボと自然を考える会
の杉村光俊常務理事の
ご協力をいただき、毎月紹
介しています。

日高村で見られる特徴的
なトンボを、季節に応じて、
紹介するコーナーです。

日高村のトンボ

〒781-2194　日高村本郷61-1　日高村役場　総務課　広報担当者
　　　　　　 ☎　24-5113　 E-mail: soumu@vill.hidaka.kochi.jp広報紙への感想・ご意見をお待ちしています。
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※順不同・敬称略。ご家族の同意をいただいた方
　のみ掲載しています。

日高村の交通事故
発生状況
平成26年１月

日高村の人口
１月末現在（前月比）

世帯数  2,434戸
5,415人
2,543人
2,872人

（－３戸）
（－18人）
（－13人）
（－５人）

人　口  

氏名 享年（満） 自治会

野村　豊志
中岡　貞子
濱田　亀喜
横山　宮子
門田　利明

104歳
95歳
94歳
98歳
83歳

柏井
宮谷
江尻
澁川
南込山

ご冥福をお祈りいたしますひだか Village Now

人身事故　１件
死　　者　０名
傷　　者　２名

編 集 後 記

　だんだんと暖かい日が多くなってきました。表紙の菜の花をはじめ、春の訪れとともに、
村内あちらこちらで花々が色づき始めました。見ていると、気分も穏やかに。早くもお花見
が楽しみです。
　２月、広報編集委員の皆さんと、琴平町に広報紙の研修に行ってきました。担当者の方
の熱のこもったお話に、こちらの委員の方々からも次々に質問が。分かりやすい広報紙、住
民の方にスポットを当てた広報紙、また住民の方々の声を反映できる広報紙。こんな広報
紙を目指していますが、まだまだ課題が。今回の研修を活かして、少しでも住民の方々が読
みたいと思える広報紙をつくっていきたいと、気持ちを新たに頑張っていきます。

田村　春馬くん
平成26年1月21日生まれ
男の子
保護者：篤志
自治会：岡花団地

はるま

ひだか
の

たから
ものひだか
の

たから
もの


